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　インターネットでの事前予約制で、キャッシュレ
ス決済のみ（検査費1,900円）受け付け。症状がある人
や保健所から濃厚接触者と認定された人は利用でき
ません。詳しくは、県ホームページを確認ください。

県がPCR検査センターを市役所南側に開設！

　10月から毎週水曜日18時55分〜19時にMRT（宮崎
放送）で放送を開始した本市の情報番組。リポーター
を務める元鹿児島放送アナウンサー中西可奈さんが、
都城の魅力や旬な情報を発信してくれます。

MRTテレビ「幸せ上々みやこのじょう」放送中！

山之口地域子育て支援センターをリニューアル！
　10月９日、山之口地域子育て支援センターのリ
ニューアルオープンに伴い式典を開催しました。旧
山之口乳児保育所を改修し、移転した同施設。この
日も多くの親子連れが訪れていました。

ラインナップ今月
の

今月の表紙
決意を新たに、ナイチンゲールへ誓う
　都城看護専門学校は10月16日、戴

たい

灯
とう

式を開催
しました。医療機関での実習を前に、ナイチン
ゲール像から灯火を受け継ぐ本儀式。１年生代
表の久保歩

あゆみ

さんは「心のこもった看護を患者さ
まに提供していきたい」と決意を述べました。

まちの 話 題 in Miyakonojo

02	 まちの話題／	
都城市公式LINEがグッドデザイン賞を受賞

04	 世代×地域でつながる	
思い出が残るまちは消えない。

12	 市立美術館開館40周年記念特別展	
日本美術の源流

13	 都城島津伝承館特別展		都城県置県150年記
念都城県誕生−近代都城の出発−

14	 11月は児童虐待防止推進月間
15	「女性に対する暴力をなくす運動」期間
16	「地域の宝」をみんなで守ろう
17	 上長飯一万城地区体育館が妻ケ丘地区体育館
として新たに完成！

18	 人の風景
20	 11月８日はいい歯の日／	
未来のために減らそう！　プラスチックごみ

21	 秋の全国火災予防運動週間／マイナンバー
カードの利便性がますます高まります

22	 INFORMATION（市からのお知らせ）
26	 税金は納付期限までに納めましょう
27	 がん検診を受けよう！／今月のお便り
28	 企業の力／今月の読者プレゼント
29	 国際交流員のひとりごと／美術館情報／	
歴史探訪／都城島津伝承館だより

30	 まちなかへ行こう！
31	 選挙に行こう！／NPOのイベント情報／	
都城市公式LINEにゅーす！／番組紹介／	
現住人口／編集後記

32	 広告

※電話での受け付けは行っていません
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　「国文祭・芸文祭みやざき2020」の関連イベントが10
月上旬、総合文化ホールやMallmallまちなか広場など
で開催されました。市民参加型のイベントが催される
など、多彩な文化に触れる貴重な機会となりました。

多彩な文化イベントが市内各地で開催！

　デジタルに触れ、使い方や楽しみ方を見つける日
として、今年初めて創設されたデジタルの日。10月
10日、産学官連携のイベントをM

ま る ま る

allmallやコア学園
などで開催し、老若男女問わずデジタルに触れました。

デジタル記念日を応援！

都城市公式LINEがグッドデザイン賞を受賞しました!!

まちの 話 題 in Miyakonojo

　日本で唯一の総合的なデザイン評価・推奨を行う
グッドデザイン賞。デザインを通じて産業や生活文
化を高める運動として、国内外の多くの企業やデザ
イナーが参加しています。
　本市公式LINEアカウントは、“市民の利用率が高
いLINEを活用し、市政情報へのアクセス性を向上さ
せ、市民とのコミュニケーション活性化につなげた
点”などが高く評価されました。
　これからも、友だち登録してくれた63,000人（10月
13日時点）を超える皆さんに、市政情報をいち早くお
届けし、皆さんの生活に寄り添った配信をしていき
ます。

MR体験MR体験
高齢者へのデジタル活用支援高齢者へのデジタル活用支援

親子でプログラミング教室親子でプログラミング教室

まちなか文化祭まちなか文化祭

オペラ名曲アルバムオペラ名曲アルバム障がいのある人もない人も共に創るステージ障がいのある人もない人も共に創るステージ

VR体験VR体験

少年少女合唱の祭典少年少女合唱の祭典
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思
い
出
が

思
い
出
が

残
る
ま
ち
は

残
る
ま
ち
は

消
え
な
い
。

消
え
な
い
。

こ
れ
か
ら
の
時
代

欠
か
せ
な
い
〝
地
域
力
〟

　

今
、
若
年
層
の
減
少
や
高
齢
化
の
進
展

に
よ
り
、
地
域
の
人
材
不
足
や
絆
の
希
薄

化
が
進
み
、
地
域
の
「
活
力
」
が
低
下
し

て
い
く
こ
と
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
地
域
住
民
や
さ
ま
ざ
ま

な
団
体
と
行
政
が
積
極
的
に
協
働
し
て
地

域
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
誰
も
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
生
活
基
盤
を
確
立
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
平
成
20
年
か
ら
、
住
民
が
主

役
と
な
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

各
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
設
立
を
支

援
し
、
地
域
へ
の
分
権
を
進
め
て
き
ま
し

た
。

　

さ
ら
に
、
平
成
25
年
度
か
ら
は
、
地
域

の
課
題
解
決
を
後
押
し
す
る
た
め
、「
都

城
市
地
域
活
性
化
事
業
」
を
実
施
し
、
地

域
の
力
で
地
域
の
課
題
を
解
決
す
る
取
り

組
み
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

本
事
業
を
通
じ
て
、
住
民
が
自
ら
、
地

域
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
目
を
向
け
、
そ

の
課
題
に
沿
っ
た
事
業
を
立
案
し
、
実
施

す
る
こ
と
が
定
着
し
始
め
て
い
て
、
自
発

的
な
ま
ち
づ
く
り
が
着
実
に
進
ん
で
き
て

い
ま
す
。

世代×地域でつながる
SHONAI
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都城市庄内地区。

——「近所のおばあちゃんが、夜ごはんとか野菜を届けてくれるの」

——「子どもが学校から帰ってくるとき、野菜をもらって帰ってくるんですよ」

人口減少や住民の高齢化などによりさまざまな問題を抱えていたこのまちで、変化が訪れつつあります。

隣に住んでいる人を知らないなど、地域のつながりが薄れている昨今。

今回は、このまちに起こった変化をひもときます。

◎問い合わせ　総合政策課　☎23－7161

地
域
活
性
化
事
業

地
域
活
性
化
事
業

　

地
域
活
性
化
事
業
で
は
、
平
成
25
年
度

か
ら
令
和
２
年
度
ま
で
の
間
に
、
住
民
が

主
体
と
な
っ
て
市
内
全
15
地
区
で
２
５
３

事
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

【
主
な
事
業
】

•
島
津
灯
ろ
う
祭
り
賑
わ
い
創
出
事
業　

　
（
姫
城
）

•
ス
マ
イ
ル
カ
フ
ェ
祝
吉
事
業
（
祝
吉
）

•
「
石
川
理
紀
之
助
」
交
流
事
業
（
山
田
）

•
高
崎
縁
結
び
促
進
事
業
（
高
崎
）

動
き
始
め
た
庄
内
地
区

動
き
始
め
た
庄
内
地
区

　

庄
内
地
区
で
も
、
地
域
活
性
化
事
業
を

活
用
し
、
鳥
獣
被
害
対
策
や
防
災
対
策
な

ど
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
庄
内
地
区

は
、
乙
房
町
、
関
之
尾
町
、
庄
内
町
、
菓

子
野
町
の
４
町
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
庄
内
町
で
は
、
年
々
人
口
が

減
少
。
一
方
で
、
乙
房
町
で
は
子
育
て
世

帯
を
中
心
に
人
口
が
増
加
し
、
次
々
に
新

し
い
住
宅
が
建
設
さ
れ
る
な
ど
、
地
区
に

よ
っ
て
抱
え
る
課
題
が
異
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
以
前
か
ら
危
機
感

を
持
っ
て
い
た
庄
内
地
区
の
住
民
た
ち
。

「
自
分
た
ち
の
住
む
ま
ち
を
維
持
し
、
発

展
さ
せ
て
い
く
た
め
に
で
き
る
こ
と
は
な

い
か
」
こ
の
思
い
が
庄
内
地
区
に
変
化
を

も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

思い出が残るまちは消えない。
世代×地域でつながる

SHONAI
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将
来
ま
ち
が
消
え
る
?!

人
口
減
少
対
策
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

令
和
元
年
度
、
県
の
人
口
減
少
対
策

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
応
募
し
た
庄
内
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
（
以
下
、
庄
内
ま
ち
協
）。

こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
住
民
自
ら
地

域
の
将
来
を
見
つ
め
、
10
年
後
、
20
年
後

に
起
こ
り
得
る
課
題
や
、
将
来
に
備
え
て

取
り
組
む
べ
き
事
項
に
つ
い
て
話
し
合
う

も
の
で
し
た
。

　

全
５
回
開
催
さ
れ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
。

１
回
目
は
、
10
年
後
に
ど
の
く
ら
い
人
口

が
減
少
す
る
か
を
予
測
す
る
シ
ー
ト
を

使
っ
て
、
地
区
の
現
状
と
将
来
の
人
口
減

少
の
見
通
し
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

予
測
の
結
果
、
20
年
間
で
人
口
が
22
・

７
㌫
減
少
し
、
高
齢
化
率
は
４
ポ
イ
ン
ト

上
昇
す
る
こ
と
が
判
明
。
参
加
者
は
「
ま

ち
か
ら
人
が
い
な
く
な
っ
て
し
ま
う
」
な

ど
危
機
感
を
募
ら
せ
ま
し
た
。

ま
ち
を
存
続
さ
せ
る
た
め
に

　

こ
の
ま
ま
で
は
、
今
ま
で
通
り
の
生
活

を
送
る
の
が
困
難
に
な
り
得
る
状
況
を
目

の
当
た
り
に
し
た
参
加
者
た
ち
。

　

２
回
目
以
降
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、

居
住
す
る
町
ご
と
に
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
、
ま
ち
を
存
続
さ
せ
る
た
め
に
何
が
必

要
か
、
そ
し
て
、
自
分
た
ち
は
ど
の
よ
う

な
役
割
を
果
た
す
べ
き
か
を
考
え
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
住
民
同
士
の
つ
な
が
り
を
よ

り
深
め
る
た
め
「
地
域
の
交
流
拠
点
を
つ

く
り
た
い
」
と
い
う
最
終
的
な
方
向
性
が

決
定
。
施
設
の
目
的
や
運
営
方
法
な
ど
、

具
体
的
な
ア
イ
デ
ア
を
突
き
詰
め
て
い
き

ま
し
た
。

　

５
カ
月
間
か
け
て
実
施
し
た
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
に
は
、
若
者
か
ら
高
齢
者
ま
で
、

乙
房
町
・
関
之
尾
町
・
庄
内
町
・
菓
子
野

町
全
て
の
地
域
か
ら
延
べ
１
４
９
人
も
の

住
民
が
参
加
し
ま
し
た
。

4,000

6,000

8,000

2005 2010 2015 2020 2025 2030 2035

8,047
7,789

7,429
7,064

6,638
6,184

5,746

（年）

（人）

●庄内地区における総人口の推移と推計値

自分たちのまちと向き合う
みーとん完成までの軌跡／庄内町の／

　県が実施した人口減少対策ワークショップに参加し、自分たちのまちの現状　県が実施した人口減少対策ワークショップに参加し、自分たちのまちの現状
と改めて向き合った庄内地区の住民たち。と改めて向き合った庄内地区の住民たち。
　ここでは、庄内町に新たな交流拠点「みーとん」が生まれるまでの道のりをた　ここでは、庄内町に新たな交流拠点「みーとん」が生まれるまでの道のりをた
どります。どります。

※2020年以降は推計値 【県作成ひなたまちづくり応援シート】
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人口減少対策ワークショップの様子

みーとん会議の様子

住
民
自
ら
が
考
え
、
動
く

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
庄
内
町
と
乙

房
町
の
グ
ル
ー
プ
か
ら
「
ど
の
よ
う
な
交

流
拠
点
に
し
た
い
か
」
と
い
う
具
体
的
な

計
画
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
令
和
２
年
度
か
ら
、「
宮
崎

ひ
な
た
生
活
圏
づ
く
り
地
域
課
題
解
決
支

援
事
業
」
を
活
用
し
、
こ
の
２
つ
の
地
域

で
交
流
拠
点
づ
く
り
が
始
ま
り
ま
し
た
。

庄
内
町
の
ま
ち
づ
く
り

　

庄
内
町
で
は
以
前
か
ら
、
都
城
工
業
高

等
専
門
学
校
（
以
下
、
高
専
）
建
築
学
科

の
杉
本
研
究
室
が
、
地
域
で
活
動
す
る
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人「
手
仕
事
舎
そ
う
あ
い
」と
連
携
。

「
地
域
の
み
ん
な
で
ま
ち
を
元
気
に
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
ま
ち
づ
く
り
・
ま
ち
お

こ
し
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
取
り
組
み
は
、
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
の

制
作
や
、
空
き
家
を
セ
ル
フ
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
し
た
「
か
け
る
く
ん
の
お
う
ち
」

の
運
営
、小
・
中
学
生
へ
の
勉
強
相
談
「
Ｋ

Ｏ
Ｓ
Ｅ
Ｎ
塾
」
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
に
は
、
こ
れ
ら
の
取
り
組

み
を
土
台
と
し
て
、
交
流
拠
点
の
在
り
方

や
使
用
方
法
、
地
域
住
民
に
ど
の
よ
う
に

活
用
し
て
も
ら
う
か
１
年
に
わ
た
り
検
討

を
重
ね
ま
し
た
。

地
域
ぐ
る
み
の
検
討
会
議

　

検
討
に
当
た
っ
て
は
、
庄
内
ま
ち
協
や

高
専
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
は
じ
め
、
各
自
治

公
民
館
長
や
地
元
企
業
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
立
場
の
人
た
ち
で
構
成
さ
れ
た
準
備
委

員
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
半

年
間
に
わ
た
り
、
月
１
回
の
ペ
ー
ス
で

「
み
ー
と
ん
会
議
」
を
開
催
。
多
様
な
視

点
か
ら
熱
い
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

拠
点
と
な
る
施
設
は
、
地
域
の
空
き
店

舗
を
所
有
者
の
厚
意
で
、
５
年
間
無
償
提

供
し
て
も
ら
う
こ
と
に
。
こ
の
よ
う
に
住

民
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
地
域
ぐ
る
み
の

取
り
組
み
が
着
々
と
進
ん
で
い
き
ま
し
た
。

手
作
り
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

　

地
元
業
者
の
協
力
の
下
、
電
気
や
水
道

な
ど
の
工
事
が
行
わ
れ
た
後
、
高
専
生
に

よ
っ
て
内
装
作
業
や
家
具
作
り
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、「
み
ん
な
で
作
る
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち

も
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
作
り
や
ペ
ン
キ
塗
り
に

挑
戦
。
文
字
通
り
、
み
ん
な
で
手
作
り
し

た
施
設
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
令
和
３
年
度
は
、
乙
房
町
の
取

り
組
み
と
し
て
、
旧
な
が
や
ま
ミ
ー
ト

シ
ョ
ッ
プ
跡
に
交
流
拠
点
の
整
備
を
進
め

て
い
ま
す
。

思い出が残るまちは消えない。
世代×地域でつながる

SHONAI
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「みーとん」が 目指す未来を語る
　今年４月、まちの空き店舗をＤＩＹリノベーションし、地域の交流　今年４月、まちの空き店舗をＤＩＹリノベーションし、地域の交流 拠点として生まれ変わったMeet-on（みーとん）。その立ち上げに深拠点として生まれ変わったMeet-on（みーとん）。その立ち上げに深
く携わった２人に、「みーとん」に込めた地域の思いをたっぷり話してく携わった２人に、「みーとん」に込めた地域の思いをたっぷり話して もらいました。もらいました。

地
域
の
交
流
拠
点
を
つ
く
り
た
い

朝
倉
事
務
局
長
：
庄
内
地
区
に
あ
る
４
町

の
う
ち
、
特
に
庄
内
町
と
関
之
尾
町
の
人

口
減
少
が
激
し
い
。
地
区
全
体
で
言
う

と
、
こ
こ
20
年
で
千
人
く
ら
い
減
っ
て
い

て
、
こ
の
ま
ま
で
は
さ
ら
に
人
口
減
少
と

高
齢
化
が
進
む
こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
杉
本
先
生
に
も
ア
ド
バ
イ

ス
を
も
ら
い
な
が
ら
、
自
分
た
ち
の
手
で

す
ぐ
に
取
り
組
め
る
こ
と
を
検
討
し
た
結

果
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
閉
ま
っ
て
い
る
庄
内

の
空
き
店
舗
の
一
つ
を
借
り
て
、
子
ど
も

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
集
え
る
拠
点
づ
く
り

を
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
ん
で
す
。

杉
本
准
教
授
：
人
口
減
少
は
確
か
に
問
題

で
す
が
、
ま
ち
に
関
わ
る
人
口
構
成
が
ア

ン
バ
ラ
ン
ス
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ

と
が
一
番
の
問
題
。
ま
ち
づ
く
り
に
高
齢

者
だ
け
で
は
な
く
、
30
代
～
40
代
の
人
ら

を
巻
き
込
む
た
め
に
、
交
流
拠
点
「
み
ー

と
ん
」
を
つ
く
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

以
前
か
ら
、
空
き
店
舗
の
増
加
は
庄
内
町

の
大
き
な
問
題
で
も
あ
り
、「
み
ー
と
ん
」

を
機
に
、
空
き
店
舗
の
イ
メ
ー
ジ
を
変
え

た
い
と
い
う
思
い
も
あ
り
ま
し
た
。

Story 1

「
子
ど
も
た
ち
が
帰
っ
て
き
た
く
な
る
庄
内
に
」

ま
ち
づ
く
り
は
一
歩
ず
つ

朝
倉
事
務
局
長
：
庄
内
地
区
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
を
設
立
し
て
12
年
に
な
り
ま
す
が
、

歴
代
の
会
長
が
皆
さ
ん
前
向
き
な
ん
で

す
。
最
初
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
も
、
と
に
か
く
や
っ
て
み
よ
う

と
い
う
姿
勢
で
。
小
さ
な
一
歩
一
歩
で
す

が
、
12
年
と
い
う
時
の
中
で
庄
内
地
区
は

着
実
に
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

杉
本
准
教
授
：「
誰
か
が
や
っ
て
く
れ
る

じ
ゃ
な
い
。
自
分
た
ち
で
や
ろ
う
」
と
い

う
意
識
が
強
い
で
す
よ
ね
。

朝
倉
事
務
局
長
：
今
年
度
は
、
乙
房
町
で

も
「
み
ー
と
ん
」
と
は
異
な
る
コ
ン
セ
プ

ト
の
交
流
拠
点
が
完
成
予
定
で
す
。
今
ま

さ
に
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
て
い
ま
す
。

庄内地区まちづくり協議会

事務局長　朝倉 脩二 さん
（庄内町）　

　市内のＩＴ関連企業を定年退職し
た後、平成22年より庄内地区まち
づくり協議会の事務局長として奔走。
現在に至るまで、コミュニティバスの
運営など本協議会の取り組みを推進
することで、庄内地区のまちづくりに
貢献している。

Story3
ウッドデッキの材料は地元からの寄付 学生による手作りのリノベーション
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「みーとん」が 目指す未来を語る
　今年４月、まちの空き店舗をＤＩＹリノベーションし、地域の交流　今年４月、まちの空き店舗をＤＩＹリノベーションし、地域の交流 拠点として生まれ変わったMeet-on（みーとん）。その立ち上げに深拠点として生まれ変わったMeet-on（みーとん）。その立ち上げに深
く携わった２人に、「みーとん」に込めた地域の思いをたっぷり話してく携わった２人に、「みーとん」に込めた地域の思いをたっぷり話して もらいました。もらいました。

人
を
巻
き
込
む
仕
掛
け

杉
本
准
教
授
：
D
I
Y
ス
ペ
ー
ス
で
は
定

期
的
に
工
作
教
室
を
開
催
。
外
の
黒
板
に

告
知
す
る
だ
け
で
、
子
ど
も
た
ち
が
学
校

で
宣
伝
し
て
く
れ
る
「
口
コ
ミ
」
が
絶
大

な
効
果
を
発
揮
す
る
ん
で
す
。

朝
倉
事
務
局
長
：
こ
こ
に
は
、
電
動
の
こ

ぎ
り
な
ど
杉
本
先
生
な
ら
で
は
の
道
具
が

揃
っ
て
い
ま
す
。
以
前
、
市
外
か
ら
若
い

夫
婦
が
大
き
な
ベ
ッ
ド
を
作
り
に
来
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
ど
う
や
っ
て
こ
こ
の

存
在
を
知
っ
た
の
か
分
か
ら
な
い
ん
で
す

よ
。
お
そ
ら
く
、
口
コ
ミ
で
し
ょ
う
ね
。

杉
本
准
教
授
：
こ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
社

会
で
、
完
全
に
ア
ナ
ロ
グ
で
す
よ
ね
。
で

も
、「
み
ー
と
ん
」
は
ア
ナ
ロ
グ
な
出
会

い
を
広
げ
る
場
で
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。

朝
倉
事
務
局
長
：
こ
こ
も
限
ら
れ
た
費
用

で
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
の
で
、
全
て
を

希
望
通
り
に
作
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
足
り
な
い
部
分
は
高
専
の
学

生
た
ち
が
壁
紙
を
張
っ
た
り
、
子
ど
も
た

ち
と
一
緒
に
色
塗
り
を
し
た
り
と
さ
っ
そ

く
交
流
拠
点
に
な
っ
て
い
ま
し
た
ね
。

Story 2

Meet

on

「
空
き
店
舗
活
用
と
ま
ち
づ
く
り
を
つ
な
げ
る
」

都城工業高等専門学校建築学科

准教授　杉本 弘文 さん
（庄内町）　　

　平成27年、M
ま る ま る

allmall整備のための
委員会に参加し、庄内のまちづくり
に長年携わってきたＮPＯ法人「手仕
事舎そうあい」代表に出会う。その
後、研究室の生徒たちと共に庄内町
で地域に根差した活動を行ってきた。

子
ど
も
た
ち
に
伝
え
た
い
こ
と

朝
倉
事
務
局
長
：
今
後
は
、「
み
ー
と
ん
」

で
の
イ
ベ
ン
ト
や
移
住
相
談
な
ど
を
き
っ

か
け
に
庄
内
地
区
を
訪
れ
て
、
ま
ち
の
雰

囲
気
を
感
じ
、
庄
内
を
選
ぶ
人
が
増
え
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
同
時
に
、
庄

内
に
住
む
子
ど
も
た
ち
に
自
分
た
ち
の
ま

ち
の
良
さ
を
伝
え
て
、
将
来
こ
こ
に
帰
っ

て
来
て
く
れ
た
ら
一
番
い
い
で
す
よ
ね
。

杉
本
准
教
授
：
庄
内
の
子
ど
も
た
ち
に
、

「
こ
こ
で
工
作
を
し
た
よ
ね
」「
ハ
ロ
ウ
ィ

ン
に
は
ま
ち
歩
き
を
し
た
よ
ね
」
と
い
う

思
い
出
を
た
く
さ
ん
記
憶
に
残
し
て
あ
げ

た
い
。「
こ
の
ま
ち
に
住
み
た
い
、
こ
の

ま
ち
が
好
き
」
と
い
う
気
持
ち
を
育
て
て

い
き
た
い
で
す
ね
。

Story4

思い出が残るまちは消えない。
世代×地域でつながる

SHONAI

みんなで看板づくり。完成も間近！ 小さな手で一生懸命ペンキ塗り
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利
用
案
内

◉
住
所　
庄
内
町
１
２
６
３
４
（
旧
溝
ノ

口
精
肉
店
）

◉
営
業
時
間　
10
時
～
17
時　

※
不
定
休

◉
料
金　
３
時
間
以
内
：
５
０
０
円

　
　
　
　

１
日
：
千
円

◉
設
備　
電
源
、
コ
ピ
ー
機
、
ド
リ
ン
ク

サ
ー
ビ
ス
、
冷
蔵
庫
、
レ
ン
タ
ル
ボ
ッ
ク

ス
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
トW

i-Fi　

な
ど

　

M
e
e
t
︲o
n
（
み
ー
と
ん
）

　
　

☎
77

−

８
４
８
６

　元々精肉店だったこの場所。地域住民の記憶に残し、カタチを変えて受け継がれ、さまざま
なヒト・モノ・コトが出会う場（meet-on）になることを願い、会う（meet）と肉（meat）と豚（ton）を
かけて「みーとん」と名付けられました。ここでは、さまざまな用途で利用できる「みーとん」の内
部を紹介します。

Facebook

｢みーとん｣の内部大公開!

1 2 在宅ワークなど、会社という「場所」
に属さない働き方を支援する環境を整備。
また、オンライン会議やウェブコンテンツ
の作成などにも利用できます。
3 ハンドメイド作品や絵本などの販売ス
ペースとして活用できます。
4 読書や自由に過ごせるスペースを用
意。学習支援や子育ての悩みの共有な
ど、地域内外の人の接点を創出します。
5 小さな子連れでも安心の畳スペース。
6 各種電動工具やホワイトボードなどを
完備。「地域の工作室」として利用できま
す。また、都城高専学生による子ども向
け工作教室も定期的に開催します。
7 入口横にある日当たりの良いウッド
デッキ。おしゃべりにも花が咲きます。

5

6

7キッズスペースキッズスペース ウッドデッキウッドデッキ

ＤＩＹスペースＤＩＹスペース

2

4

1

3 フリースペースフリースペース

個室スペース個室スペース

ショーケースショーケース

コワーキングスペースコワーキングスペース

都城工業高等専門学校
　　　　   建築学科５年　　　　専攻科建築学専攻２年

（左から）
　𠮷﨑 紫

し お ん

苑 さん　　立元 廉
れ ん

 さん

　所属する研究室の活動をきっかけに、まちづくりに興味を持ち、みーとんのオー
プンに携わりました。壁紙の張り替えや本棚の組み立て、外に設置したウッドデッ
キの枠作りなど、ほとんどを自分たちの手でＤＩＹ。こうして無事にみーとんが完成し、
地域の皆さんに利用してもらっていることが本当にうれしいです。
　たくさんの素敵な出会いや、ものづくり・まちづくりの経験ができ、自分を見つめ
直すきっかけになったみーとん。完成後は、作業や勉強をしながら長い時間をみー
とんで過ごすにつれ、自分たちにとっても欠かせない、大切な居場所になりました。

i n t e r v i e w

ヒト・モノ・コトが出会う場所

広報 都城 令和３年 11 月広報 都城 令和３年 11 月 1010



「
つ
な
が
り
を
大
切
に
、

「
つ
な
が
り
を
大
切
に
、

次
の
世
代
に
楽
し
く
つ
な
い
で
い
き
た
い
。

次
の
世
代
に
楽
し
く
つ
な
い
で
い
き
た
い
。

大
好
き
な
こ
の
ま
ち
で
ー
ー
」

大
好
き
な
こ
の
ま
ち
で
ー
ー
」

新
た
に
動
き
出
し
た
乙
房
町

新
た
に
動
き
出
し
た
乙
房
町

　

一
方
、
乙
房
町
で
も
、
新
た
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

同
町
は
、
近
年
子
育
て
世
帯
が
急
増
し

て
い
て
、
移
住
し
た
世
帯
と
、
古
く
か
ら

住
む
世
帯
が
混
在
し
、
地
域
の
つ
な
が
り

が
薄
れ
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
令
和
２
年
10
月
、
住
民
が
中

心
と
な
り
、
地
域
活
性
化
グ
ル
ー
プ
「
乙

La
房
．（
お
と
ら
ぼ
）」
を
結
成
。
町
内
に

あ
る
空
き
店
舗
に
拠
点
を
整
備
す
る
こ
と

を
計
画
し
、
地
元
企
業
や
自
治
公
民
館
な

ど
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
オ
ー
プ
ン
に
向

け
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
「“
地
域
を
み
ん
な
で
つ
く
る
”
と
い
う

意
識
を
高
め
た
か
っ
た
ん
で
す
よ
」
そ
う

話
す
の
は
、
会
長
を
務
め
る
刀
坂
ま
や
さ

ん
。
30
代
～
80
代
が
所
属
す
る
乙
La
房
．

は
、
と
に
か
く
パ
ワ
フ
ル
で
、
地
域
の
み

ん
な
で
楽
し
む
こ
と
に
全
力
を
注
ぎ
ま
す
。

「
畑
を
作
る
元
気
が
な
い
お
じ
い
ち
ゃ
ん

が
い
た
ら
、“
代
わ
り
に
作
る
よ
”
と
手

を
差
し
伸
べ
ら
れ
る
よ
う
な
ま
ち
に
し
た

い
。
人
は
ひ
と
り
で
は
生
き
て
い
け
な
い

か
ら
、
誰
ひ
と
り
孤
独
に
な
ら
な
い
、
自

分
た
ち
の
力
で
、
つ
な
が
っ
て
い
け
る
ま

ち
が
つ
く
り
た
く
て
」
乙
La
房
．が
企
画

す
る
ご
み
拾
い
イ
ベ
ン
ト
や
ジ
ン
ジ
ャ
ー

エ
ー
ル
作
り
、
早
朝
の
カ
ブ
ト
ム
シ
採
り

は
、
口
コ
ミ
で
す
ぐ
に
人
が
集
ま
る
ほ
ど

大
人
気
で
す
。

　

み
ん
な
で
楽
し
く
、「
や
っ
て
み
よ
う
」

に
賛
同
し
、
自
分
た
ち
の
力
で
さ
ま
ざ
ま

な
地
域
イ
ベ
ン
ト
を
誕
生
さ
せ
る
こ
の

ま
ち
は
、
ま
だ
ま
だ
何
か
楽
し
い
こ
と

が
生
ま
れ
て
き
そ
う
な
予
感
が
し
ま
す
。

思
い
出
が
残
る
ま
ち
は
消
え
な
い

思
い
出
が
残
る
ま
ち
は
消
え
な
い

　

―
自
分
た
ち
の
住
む
地
域
と
向
き
合
い
、

愛
着
や
誇
り
を
持
つ
こ
と
で
、
人
と
人
は

つ
な
が
り
、
新
た
な
世
代
へ
受
け
継
が
れ
、

地
域
を
支
え
て
い
く
―　

そ
の
過
程
を
、

今
回
庄
内
地
区
で
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

子
ど
も
の
頃
に
、
近
所
の
お
じ
ち
ゃ
ん
、

お
ば
ち
ゃ
ん
た
ち
と
地
域
で
楽
し
く
過
ご

し
た
思
い
出
は
、
ず
っ
と
記
憶
に
残
っ
て

い
く
の
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
ま
ち

で
育
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
、
大
人
に
な
っ

て
そ
の
地
域
で
ま
た
思
い
出
を
作
り
ま
す
。

新
た
に
世
代
を
つ
な
ぎ
、
地
域
で
人
と
人

が
つ
な
が
っ
て
い
く
。
そ
う
や
っ
て
、
そ

の
ま
ち
は
、
10
年
後
、
50
年
後
も
在
り
続

け
る
の
で
し
ょ
う
。

思い出が残るまちは消えない。
世代×地域でつながる

SHONAI
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市立美術館開館40周年記念特別展

◎問い合わせ　市立美術館　☎25－1447

　
市
立
美
術
館
の
開
館
40
周
年
を

記
念
し
、
日
本
美
術
の
流
れ
を
都

城
・
南
九
州
の
視
点
か
ら
振
り
返

る
特
別
展
を
開
催
し
ま
す
。

　
室
町
時
代
の
画
僧
・
雪
舟
や
、

日
本
美
術
史
上
最
大
の
勢
力
を
築

い
た
絵
師
集
団
「
狩
野
派
」、
洋

画
の
巨
匠
・
黒
田
清
輝
な
ど
教
科

書
で
も
よ
く
知
ら
れ
る
ス
タ
ー
た

ち
の
作
品
と
、
そ
れ
ら
に
影
響
を

受
け
た
南
九
州
の
絵
師
や
画
家
の

作
品
を
併
せ
て
紹
介
し
ま
す
。

　
変
化
し
続
け
た
日
本
美
術
の
源

流
を
再
発
見
し
、
そ
れ
ら
と
結
び

つ
い
た
南
九
州
の
歴
史
と
文
化
の

魅
力
を
感
じ
て
く
だ
さ
い
。

The Origin of Japanese Art

雪舟・狩野派から近代美術
From the period of Sesshū and Kanō school to Japanese Modern Art

雪
せっしゅう

舟等
と う

楊
よ う

「山水図（倣
ほうぎょく

玉澗
か ん

）」
岡山県立美術館所蔵、国指定重要文化財

※期間限定展示：10月30日㈯〜11月14日㈰

円
ま る

山
や ま

応
お う

挙
き ょ

「月
げ つ

雁
が ん

図
ず

」逸翁美術館所蔵

黒
く ろ

田
だ

清
せ い

輝
き

「少女・雪
ゆ き

子
こ

十
じゅういち

一歳
さ い

」
東京国立博物館所蔵

狩
か の う

野常
つ ね

信
の ぶ

「四
し

季
き

花
か ち ょ う

鳥図
ず

屏
び ょ う ぶ

風」板橋区立美術館所蔵

※このイベントは宝くじの助成金で実施します

特
別
展
の
概
要

◉
会
期　
10
月
30
日
㈯
～
12
月
５
日
㈰

※
月
曜
日
は
休
館

◉
開
館
時
間　
9
時
～
17
時
（
た
だ
し
、

入
場
は
16
時
30
分
ま
で
）

◉
観
覧
料

一
般
千
円
（
８
０
０
円
）、

高
校
・
大
学
生
６
０
０
円
（
４
０
０
円
）、

中
学
生
以
下
無
料

※
11
月
３
日
㈬
の
「
文
化
の
日
」
は
無
料

※�

11
月
21
日
㈰
の
「
家
庭
の
日
」
は
高
校

生
以
下
同
伴
の
家
族
無
料

※�

（　

）
内
は
65
歳
以
上
、
20
人
以
上
の

団
体
な
ど
の
割
引
料
金�

※�

障
が
い
者
手
帳
保
持
者
お
よ
び
そ
の
介

助
者
１
人
無
料

◉
そ
の
他　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
の
影
響
で
、
会
期
変
更
や
中
止
の
可

能
性
が
あ
り
ま
す

関
連
イ
ベ
ン
ト（
無
料
）

記
念
講
演
会
「
狩
野
派
こ
と
は
じ
め
」

◉
日
時　
11
月
27
日
㈯　

14
時
～

◉
場
所　
中
央
公
民
館

◉
定
員　
65
人　

※
要
申
し
込
み

◉
内
容　
北
斎
館
館
長
・
大
倉
集
古
館

館
長
代
行
の
安
村
敏
信
氏
に
よ
る
講
演

　
市
立
美
術
館
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明
治
の
変
革
と
廃
藩
置
県

明
治
の
変
革
と
廃
藩
置
県

　

明
治
時
代
は
、
日
本
史
上
で
最
も
大
き

な
変
革
の
時
代
で
す
。
江
戸
幕
府
が
倒
れ

る
と
と
も
に
、
廃
藩
置
県
や
廃
刀
令
、
秩ち

つ

禄ろ
く

処
分
な
ど
に
よ
っ
て
鎌
倉
時
代
か
ら
続

い
た
武
士
の
時
代
が
終
わ
り
を
告
げ
、
憲

法
の
制
定
や
議
会
の
設
立
、
官
僚
に
よ
る

行
政
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
近
代
化
が
大
き

く
進
ん
だ
時
代
で
し
た
。

　

特
に
、
維
新
政
府
は
中
央
集
権
化
を
進

め
る
た
め
、
藩
政
改
革
を
実
施
。
各
藩
多

様
で
あ
っ
た
支
配
制
度
を
一
律
と
し
、
廃

藩
置
県
を
断
行
、
藩
を
廃
し
県
を
置
き
ま

し
た
。
さ
ら
に
は
改
置
府
県
に
よ
っ
て
、

県
の
参
事
（
現
在
の
知
事
）
を
政
府
が
派

遣
す
る
役
人
に
変
更
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
時
代
の
変
革
の
中
で
、「
都

城
県
」
が
誕
生
。
わ
ず
か
１
年
２
カ
月
と

い
う
短
い
期
間
で
は
あ
っ
た
も
の
の
、
都

城
の
名
を
冠
し
た
県
が
存
在
し
ま
し
た
。

見
ど
こ
ろ

見
ど
こ
ろ

　

本
特
別
展
で
は
、
幕
末
以
降
の
世
の
中

の
動
き
を
見
な
が
ら
「
都
城
県
」
誕
生
の

意
義
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
大
変
革
の
時
代
に
人
々
が
ど
の
よ
う

に
対
処
し
て
い
っ
た
の
か
に
つ
い
て
も
併

せ
て
紹
介
し
ま
す
。

令和３年度 都城島津伝承館特別展　都城県置県150年記念令和３年度 都城島津伝承館特別展　都城県置県150年記念

都城県誕生都城県誕生
　−近代都城の出発−　−近代都城の出発−
　令和３（2021）年は、明治４（1871）年の廃藩置県および都城県設置から150年に当たります。　令和３（2021）年は、明治４（1871）年の廃藩置県および都城県設置から150年に当たります。
　今回は、都城県置県150年を記念して、わずか１年２カ月ではあったものの存在した「都城県」　今回は、都城県置県150年を記念して、わずか１年２カ月ではあったものの存在した「都城県」
を広く知ってもらう特別展について、紹介します。 ◎問い合わせ　都城島津邸　☎23－2116を広く知ってもらう特別展について、紹介します。 ◎問い合わせ　都城島津邸　☎23－2116

麒麟鳳凰図屏風（麒麟図）

麒麟鳳凰図屏風（鳳凰図）

桂 久武

特
別
展
の
概
要

特
別
展
の
概
要

◉
会
期　
11
月
28
日
㈰
ま
で

※
月
曜
日
は
休
館
日

◉
観
覧
料　

一
般
４
０
０
円
（
３
０
０

円
）、
高
校
生
・
大
学
生
３
０
０
円

（
２
０
０
円
）、
中
学
生
以
下
無
料

※
（　

）
内
は
20
人
以
上
の
団
体
料
金

※
本
宅
は
小
学
生
以
上
１
１
０
円

◉
主
な
展
示
史
料

【
麒き

麟り
ん

鳳
凰
図
屏び

ょ
う
ぶ風

（
鳳
凰
図
）、
麒
麟
鳳

凰
図
屏
風
（
麒
麟
図
）】（
都
城
島
津
邸
所

蔵
）

　

こ
れ
ら
の
史
料
の
箱
書
を
見
る
と
、
嘉

永
６
（
１
８
５
３
）
年
12
月
、鹿
児
島
（
薩

摩
）
藩
主
島
津
斉
彬
の
巡
見
の
際
に
製
作

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

狩
野
派
の
影
響
を
色
濃
く
受
け
、
各
隻
の

大
き
さ
が
異
な
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。

【
桂
久
武
写
真
】（
都
城
市
教
育
委
員
会
所

蔵
）

　

天
保
元
（
１
８
３
０
）
年
、
日
置
領
主

島
津
久
風
の
第
５
子
と
し
て
生
ま
れ
た
久

武
は
、
桂
久ひ

さ

徴あ
き
ら

の
養
子
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
藩
に
出
仕
し
、
勘
定
奉
行
や
大

目
付
な
ど
の
役
職
を
経
て
、
家
老
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

明
治
２
（
１
８
６
９
）
年
に
は
藩
政
改

革
を
担
う
た
め
に
参
政
職
と
な
り
、
翌
年

に
は
大
参
事
に
任
命
さ
れ
、
西
郷
隆
盛
と

と
も
に
藩
政
を
掌
握
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

明
治
４
（
１
８
７
１
）
年
、
久
武
は
都
城

県
参
事
に
任
命
さ
れ
、
翌
年
に
都
城
に
着

任
し
て
い
ま
す
。

講
演
会（
無
料
）

　「
幕
末
維
新
期
の
薩
摩
藩
と
都
城
」

を
テ
ー
マ
に
、
大
賀
郁
夫
さ
ん
（
宮

崎
公
立
大
学
教
授
）
お
よ
び
籾
木
郁

朗
さ
ん
（
宮
崎
県
西
都
原
考
古
博
物

館
館
長
）
が
講
演
し
ま
す
。

◉
日
時　
11
月
６
日
㈯

　
　
　
　

13
時
30
分
～
16
時

◉
場
所　
ま
ち
な
か
交
流
セ
ン
タ
ー
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11月は

児童虐待防止推進月間
　児童虐待に関する通報や相談件数は全国的に増加傾向にあり、虐待により子
どもの命が失われる痛ましい事件が後を絶ちません。児童虐待をなくすために、
私たちにできることは何か、この機会に地域や家族で話し合ってみましょう。

◎問い合わせ　こども課　☎23－2684

児
童
虐
待
と
は

児
童
虐
待
と
は

　

子
ど
も
に
対
し
、
意
図
的
に
身
体
的
・

精
神
的
苦
痛
を
与
え
る
行
為
や
、「
し
つ

け
」
と
称
し
て
、
子
ど
も
の
体
や
心
を
傷

付
け
る
行
為
は
児
童
虐
待
で
す
。

　

児
童
虐
待
は
、
次
の
４
つ
に
分
類
さ
れ

ま
す
。

身
体
的
虐
待
殴
る
、
蹴
る
、
戸
外
に
閉
め

出
す
な
ど

心
理
的
虐
待
言
葉
で
脅
す
、
無
視
す
る
、

兄
弟
・
姉
妹
間
で
差
別
す
る
、

子
ど
も
の
前
で
家
族
に
対
し

て
暴
力
を
振
る
う
な
ど

ネ
グ
レ
ク
ト

（
育
児
放
棄
・

怠
慢
）

食
事
を
与
え
な
い
、
不
潔
に

す
る
、
家
に
閉
じ
込
め
る
、

車
内
に
放
置
す
る
、
医
療
を

受
け
さ
せ
な
い
、
養
育
者
以

外
の
同
居
人
か
ら
の
虐
待
を

放
置
す
る
な
ど

性
的
虐
待

性
的
関
係
を
強
要
す
る
、
性

器
や
性
交
を
見
せ
る

本
市
の
児
童
虐
待
の
現
状

本
市
の
児
童
虐
待
の
現
状

　

令
和
２
年
度
、
本
市
に
寄
せ
ら
れ
た
児

童
家
庭
相
談
は
２
２
１
件
で
、
そ
の
う
ち

虐
待
に
関
す
る
相
談
が
１
０
２
件
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
内
訳
は
、
身
体
的
虐
待

が
46
件
と
一
番
多
く
、
次
い
で
ネ
グ
レ
ク

ト
が
30
件
、
心
理
的
虐
待
が
23
件
、
性
的

虐
待
が
３
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

体
罰
な
ど
に
よ
ら
な
い
子
育
て
を

体
罰
な
ど
に
よ
ら
な
い
子
育
て
を

　

子
ど
も
に
、
生
活
習
慣
や
社
会
の
ル
ー

ル
を
教
え
る
こ
と
は
大
切
な
こ
と
で
す
。

　

し
か
し
、
養
育
者
の
期
待
を
押
し
つ
け
、

言
葉
で
責
め
立
て
た
り
、
暴
力
で
従
わ
せ

た
り
す
る
こ
と
は
、「
し
つ
け
」
で
は
な
く
、

「
虐
待
」
で
す
。
子
ど
も
の
心
に
は
、
恐

怖
や
ト
ラ
ウ
マ
と
し
て
残
り
、
子
ど
も
の

成
長
・
発
達
に
悪
影
響
を
与
え
ま
す
。

　
「
し
つ
け
」
で
あ
っ
て
も
子
ど
も
の
身

体
に
苦
痛
を
引
き
起
こ
し
た
り
、
意
図
的

に
不
快
感
を
与
え
た
り
す
る
場
合
は
、
軽

微
な
も
の
で

あ
っ
て
も
体

罰
に
該
当
し

法
律
で
も
禁

止
さ
れ
て
い

ま
す
。

不
安
に
な
っ
た
ら
相
談

不
安
に
な
っ
た
ら
相
談

　

子
育
て
に
不
安
や
心
配
な
こ
と
が
あ
る

と
き
は
、
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
さ
さ
い
な

こ
と
で
も
、
話
を
す
る
こ
と
で
心
が
軽
く

な
り
、
解
決
の
ヒ
ン
ト
な
ど
が
見
つ
か
り

ま
す
。

　

市
で
は
、
子
育
て
に
関
す
る
悩
み
を
一

人
で
抱
え
込
ま
な
い
よ
う
、
育
児
相
談
や

教
室
、
健
診
な
ど
を
通
し
て
育
児
不
安
の

軽
減
に
努
め
て
い
ま
す
。
電
話
で
の
相
談

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
相

談
く
だ
さ
い
。　
　

　

ま
た
、
身
近
に
い
る
子
ど
も
が
「
虐
待

を
受
け
て
い
る
か
も
」
と
思
っ
た
ら
、
相

談
・
連
絡
く
だ
さ
い
。
匿
名
で
も
受
け
付

け
ま
す
。

子
育
て・虐
待
に
関
す
る
相
談
窓
口

子
育
て・虐
待
に
関
す
る
相
談
窓
口

◉
市
役
所
へ
の
相
談
・
連
絡

こ
ど
も
課

☎
23

−

２
６
８
４

都
城
市
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
36

−

５
６
６
１

東
部
保
健
セ
ン
タ
ー
（
高
城
）

☎
58

−

６
８
０
０

西
部
保
健
セ
ン
タ
ー
（
高
崎
）

☎
62

−

４
４
１
１

◉
児
童
相
談
所
な
ど
へ
の
相
談
・
連
絡

宮
崎
県
南
部
福
祉
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー

（
都
城
児
童
相
談
所
）

☎
22

−

４
２
９
４

児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル
（
無
料
）

☎
１
８
９
（
い
ち
は
や
く
）

児
童
相
談
所
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
（
無
料
）

☎
０
１
２
０

−

１
８
９

−

７
８
３

児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
り
ん

☎
45

−

２
１
４
０
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～性暴力を、なくそう～
11月12日㈮～25日㈭は

「女性に対する
 暴力をなくす運動」期間
　「男女が互いに尊重し合う意識」「暴力は許さない意識」をみんなが持ち、一人
一人の個性や能力を発揮できる男女共同参画社会の実現を目指して、女性に対
する暴力のない社会づくりを進めましょう。

◎問い合わせ　コミュニティ文化課　☎23－2121

女
性
の
人
権
を
侵
害
す
る

女
性
の
人
権
を
侵
害
す
る

「
許
さ
れ
な
い
」行
為

「
許
さ
れ
な
い
」行
為

　

女
性
に
対
す
る
暴
力
に
は
、
夫
や
恋
人
、

パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
：
ド
メ

ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）、
性
犯

罪
・
性
暴
力
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、
売
買

春
、
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
形
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
行
為
は
、
女
性
に
恐
怖
心
と

不
安
を
与
え
、
活
動
を
束
縛
し
、
自
信
を

失
わ
せ
る
な
ど
人
権
を
著
し
く
侵
害
し
ま

す
。
暴
力
は
、
性
別
に
関
係
な
く
、
決
し

て
許
さ
れ
る
行
為
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｄ
Ｖ
関
連
の
相
談
が
増
加

Ｄ
Ｖ
関
連
の
相
談
が
増
加

　

昨
年
度
、
市
の
女
性
総
合
相
談
に
寄
せ

ら
れ
た
相
談
件
数
は
８
６
６
件
。
そ
の
う

ち
Ｄ
Ｖ
に
関
す
る
相
談
が
２
３
２
件
と

な
っ
て
い
て
、
Ｄ
Ｖ
関
連
の
相
談
が
増
加

し
て
い
ま
す
。
Ｄ
Ｖ
に
は
、
殴
る
、
蹴
る

な
ど
の
身
体
的
な
暴
力
だ
け
で
な
く
、
精

神
的
暴
力
、
性
的
暴
力
、
経
済
的
暴
力
な

ど
も
含
ま
れ
ま
す
。

相
手
の
同
意
の
な
い
性
的
な

相
手
の
同
意
の
な
い
性
的
な

行
為
は
、「
性
暴
力
」で
す

行
為
は
、「
性
暴
力
」で
す

　

性
暴
力
と
は
、
被
害
者
の
尊
厳
を
著
し

く
傷
つ
け
る
重
大
な
人
権
侵
害
で
あ
り
、

決
し
て
許
さ
れ
る
行
為
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

性
暴
力
は
、
性
別
や
年
齢
に
か
か
わ
ら
ず
、

身
近
な
人
や
交
際
相
手
、
配
偶
者
か
ら
被

害
を
受
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。　
　

　

加
害
者
が
教
師
や
コ
ー
チ
、
上
司
な
ど

の
地
位
・
関
係
性
を
利
用
し
た
性
暴
力
の

場
合
、
断
る
こ
と
が
難
し
い
状
況
も
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
薬
物
や
ア
ル
コ
ー
ル
を
使

用
し
た
性
犯
罪
・
性
暴
力
も
起
き
て
い
ま

す
。

　

被
害
者
が
勇
気
を
出
し
て
被
害
相
談
を

し
て
も
、
服
装
や
行
動
を
と
が
め
ら
れ
、

被
害
を
誰
に
も
話
せ
な
く
な
る
と
い
っ
た

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。「
は
っ
き
り
嫌
だ

と
言
わ
れ
な
く
て
も
」「
家
に
来
て
く
れ

て
も
」「
二
人
き
り
で
食
事
を
し
て
も
」、

相
手
の
同
意
の
な
い
性
的
な
行
為
は
性
暴

力
で
す
。
性
暴
力
は
被
害
者
の
心
身
や
、

そ
の
後
の
日
常
生
活
に
深
刻
な
影
響
を
与

え
ま
す
。
性
暴
力
の
根
絶
に
向
け
、
性
暴

力
を
容
認
し
な
い
社
会
環
境
づ
く
り
を
進

め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

安
心
し
て
相
談
く
だ
さ
い

安
心
し
て
相
談
く
だ
さ
い

　

性
犯
罪
・
性
暴
力
の
被
害
者
に
対
し
て
、

被
害
直
後
か
ら
の
総
合
的
な
支
援
（
産
婦

人
科
医
療
、
相
談
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な

ど
の
心
理
的
支
援
、
捜
査
関
連
の
支
援
、

法
律
的
支
援
な
ど
）
を
提
供
す
る
場
所
と

し
て
、
全
都
道
府
県
に
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支

援
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
可

能
な
限
り
１
カ
所
で
支
援
す
る
こ
と
で
、

被
害
者
の
心
身
の
負
担
を
軽
減
し
、
そ
の

健
康
の
回
復
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

つ
ら
い
こ
と
、
不
安
な
こ
と
に
つ
い
て

一
人
で
抱
え
込
ま
ず
、
ま
ず
は
、
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
支
援
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

　

次
の
こ
と
な
ど
が
相
談
で
き
ま
す
。

•
妊
娠
や
性
感
染
症
が
心
配

•
心
や
身
体
の
こ
と
が
心
配

•�

警
察
に
相
談
し
た
い
、
相
談
す
る
か

迷
っ
て
い
る

•
法
律
や
裁
判
の
こ
と
が
分
か
ら
な
い

•
今
後
の
こ
と
が
心
配

【
性
暴
力
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

「
さ
ぽ
ー
と
ね
っ
と
宮
崎
」】

　
「
さ
ぽ
ー
と
ね
っ
と
宮
崎
」
は
、
性
暴

力
被
害
を
受
け
た
人
や
そ
の
家
族
な
ど
が
、

安
心
し
て
相
談
し
、
必
要
な
支
援
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
県
が
開
設
し
た

相
談
窓
口
で
す
。

　

性
暴
力
に
悩
ん
で
い
る
人
は
、
ま
ず
は

相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
内
容
や
希
望
に
応

じ
て
必
要
な
支
援
を
行
い
ま
す
。
相
談
し

た
人
の
秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
。

　

ま
た
、
性
暴
力
に
悩
ん
で
い
る
人
を
見

か
け
た
ら
相
談
先
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

【
電
話
】

◉
日
時　
月
～
金
曜
日　

10
時
～
16
時　

※
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く

☎
０
９
８
５

−

３
８

−

８
３
０
０

さぽーと
ねっと宮崎
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11月１日㈪〜７日㈰は文化財保護強調週間11月１日㈪〜７日㈰は文化財保護強調週間

「地域の宝」を「地域の宝」を
みんなで守ろうみんなで守ろう
　文化財は、私たちの祖先の生活の中で生まれ、育まれてきた貴重な財産で、昔と今をつなぐ大切な役割を担う　文化財は、私たちの祖先の生活の中で生まれ、育まれてきた貴重な財産で、昔と今をつなぐ大切な役割を担う

「地域の宝」です。私たちが生活している地面の下にも、何千年も前の生活や文化について教えてくれる貴重な文「地域の宝」です。私たちが生活している地面の下にも、何千年も前の生活や文化について教えてくれる貴重な文
化財「遺跡」が眠っています。現代に生きる私たちに生きるためのヒントを与えてくれる文化財を、みんなで守っ化財「遺跡」が眠っています。現代に生きる私たちに生きるためのヒントを与えてくれる文化財を、みんなで守っ
ていきましょう。 ◎問い合わせ　文化財課　☎23ー9547ていきましょう。 ◎問い合わせ　文化財課　☎23ー9547

「地域の宝」を守る喜び

中金田愛好会の皆さん

　金田町にある国指定史跡「大島畠
田遺跡歴史公園」で毎週、ごみ拾い
などを行っています。また、全国
的にも貴重とされている歴史遺産
が私たちの町にあることに誇りを
持ち、巡回パトロールにも取り組
んでいます。
　これからも「地域の宝」として大
切に守り続け、訪れた人たちに気
持ち良く見学してもらいたいです。

文
化
財
保
存
の
現
状

文
化
財
保
存
の
現
状

　

市
内
に
は
、
多
く
の
有
形
・
無
形
文
化

財
や
、
民
俗
芸
能
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
住
民
が
大
切
に
保
存
・
継
承
し
て

き
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
、
少
子
高
齢
化

や
価
値
観
の
多
様
化
な
ど
、
文
化
財
を
守

る
環
境
が
変
化
し
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
荒
廃
し
た
り
、
破
壊
さ
れ
た
り
し

て
い
る
文
化
財
も
あ
り
ま
す
。

文
化
財
保
護
の
取
り
組
み

文
化
財
保
護
の
取
り
組
み

　

市
で
は
、
国
や
県
、
市
指
定
の
文
化
財

を
中
心
に
、
地
域
住
民
と
連
携
し
て
保
護

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
市
内
各

地
に
あ
る
未
指
定
の
史
跡
な
ど
も
、
管
理

し
て
い
る
個
人
や
団
体
に
対
し
て
必
要
に

応
じ
て
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

市
民
の
協
力
で
守
ら
れ
る
文
化
財

市
民
の
協
力
で
守
ら
れ
る
文
化
財

　

市
内
に
は
、
地
下
に
穴
を
掘
っ
て
造

る
「
地
下
式
横
穴
墓
」
と
い
う
古
墳
が
多

く
存
在
し
ま
す
。
同
墓
は
、
市
民
か
ら
の

連
絡
で
存
在
が
確
認
さ
れ
る
こ
と
も
多
く
、

そ
の
保
護
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

中
で
も
、
本
年
に
調
査
を
行
っ
た
加

治
屋
地
下
式
横
穴
墓
は
、「
地
面
に
穴

が
開
い
た
」
と
の
市
民
か
ら
の
連
絡
を

き
っ
か
け
に
、

１
５
０
０
年
前

の
古
墳
を
発
見

し
、
発
掘
調
査

を
開
始
し
ま
し

た
。
調
査
の
結

果
、
遺
体
を
安

置
し
た
部
屋
か

ら
鉄
製
品
が
出

土
す
る
な
ど
、
横
市
地
区
で
初
め
て
の
地

下
式
横
穴
墓
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

遺
跡　
遺
跡　

－－

足
元
に
眠
る
文
化
財

足
元
に
眠
る
文
化
財

－－

　

市
内
に
は
、
千
カ
所
以
上
の
遺
跡
が
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
「
埋
蔵
文

化
財
」
と
呼
ば
れ
る
国
民
共
有
の
財
産
で

す
。
し
か
し
、
地
下
に
あ
る
た
め
、
知
ら

な
い
う
ち
に
工
事
な
ど
で
影
響
を
与
え
て

し
ま
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
遺
跡

を
守
る
こ
と
も
、
私
た
ち
の
大
事
な
歴
史

を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

そ
の
工
事
、ち
ょ
っ
と
待
っ
て
！

そ
の
工
事
、ち
ょ
っ
と
待
っ
て
！

　

開
発
や
工

事
、
家
屋
の

建
築
な
ど
を

計
画
し
た
と

き
は
、
遺
跡

を
守
る
た
め

に
次
の
手
続

き
が
必
要
で

す
。

①
遺
跡
の
範
囲
の
照
会

②
試
掘
・
確
認
調
査

③
埋
蔵
文
化
財
の
保
護

　

詳
し
く
は
、
文
化
財
課
ま
で
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

発掘・確認調査の様子

文化財を守る活動

ボボコ！コ！——

——
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　令和２年度から建設工事を進めていた、妻ケ丘地区体育館が完成　令和２年度から建設工事を進めていた、妻ケ丘地区体育館が完成
し利用を開始しました。今回は、10月２日㈯に開催した落成式の様し利用を開始しました。今回は、10月２日㈯に開催した落成式の様
子や、施設の概要などを紹介します。子や、施設の概要などを紹介します。

◎問い合わせ　スポーツ振興課　☎23－9546◎問い合わせ　スポーツ振興課　☎23－9546

上長飯上長飯一万城地区体育館が一万城地区体育館が
妻ケ丘地区体育館妻ケ丘地区体育館としてとして新新たにたに完成！完成！

　
昭
和
51
年
に
建
築
し
た
上
長
飯
一
万
城

地
区
体
育
館
は
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
や
ミ
ニ

テ
ニ
ス
な
ど
の
競
技
の
場
と
し
て
、
一
般

だ
け
で
な
く
部
活
動
で
も
利
用
さ
れ
て
き

ま
し
た
。

　
し
か
し
、
築
42
年
が
経
過
し
た
平
成
30

年
に
耐
震
診
断
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
耐

震
補
強
が
困
難
と
判
明
。
こ
の
こ
と
か
ら

今
回
、
都
城
東
公
園
へ
移
転
・
新
築
し
、

名
称
も
新
た
に
妻
ケ
丘
地
区
体
育
館
と
し

て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

施
設
概
要

施
設
概
要

◉
所
在
地　
一
万
城
町
14
号
１
番
地
２

◉
構
造　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

◉
延
床
面
積　
約
８
９
６
平
方
㍍

◉
事
業
費　
約
３
億
８
、３
８
０
万
円

◉
財
源

［
ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
助
成
金
］

１
、６
０
０
万
円

［
公
共
施
設
等
適
正
管
理
推
進
事
業
債
］

３
億
４
、６
１
０
万
円

［
一
般
財
源
］　
約
２
、１
７
０
万
円

主
な
設
備

主
な
設
備

◉
ア
リ
ー
ナ
（
多
目
的
室
）

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
２
面
（
ミ
ニ
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
４
面
分
）
を
確
保
。

ま
た
、
ト
イ
レ
な
ど
と
ア
リ
ー
ナ
と
の
間

に
廊
下
を
設
け
て
い
て
、
競
技
中
で
も
ス

ム
ー
ズ
に
移
動
が
で
き
ま
す
。

◉
そ
の
他　
男
女
ト
イ
レ
、
多
目
的
ト
イ

レ
、
女
子
更
衣
室
、
器
具
倉
庫
な
ど

※
全
て
バ
リ
ア
フ
リ
ー
設
計

◉
駐
車
場　
体
育
館
前
47
台
、
南
側
駐
車

場
50
台

　市は10月２日、地区住民の代
表や関係者を招いて、妻ケ丘地区
体育館の落成式を開催しました。
　式典では、妻ケ丘地区自治公民
館連絡協議会の堀川渉会長が「大
きな駐車場も整備され、大変便利
になった。妻ケ丘地区の拠点とし
て、多くの皆さんにこの体育館を
利用してもらいたい」と力を込め
ました。
　式典終了後は、記念のテープ
カットを行い、施設の完成を祝い
ました。

落成式落成式
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帰
郷
を
機
に
、
福
祉
の
道
へ

　

都
城
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
松

元
町
）
２
階
に
あ
る
都
城
市
点
字
図
書
館
。

こ
こ
で
は
、
視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
人
の

専
門
図
書
館
と
し
て
、
点
字
図
書
や
録
音

図
書
な
ど
の
収
蔵
・
貸
し
出
し
、
製
作
な

ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
点
字
図
書

館
に
28
年
に
わ
た
っ
て
勤
務
し
、
現
在
館

長
を
務
め
て
い
る
の
が
、
又
木
勝
人
さ
ん

で
す
。

　

都
城
市
で
生
ま
れ
育
っ
た
又
木
さ
ん
は

高
校
卒
業
後
、
県
外
の
大
学
に
進
学
。
そ

の
後
、
大
手
建
設
会
社
に
就
職
し
、
日
夜

仕
事
に
没
頭
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う

な
中
、
転
機
が
訪
れ
た
の
は
27
歳
の
時
。

実
家
の
都
合
で
会
社
を
退
職
し
、
都
城

へ
Ｕ
タ
ー
ン
す
る
こ
と
に
。「
前
職
時
は
、

競
争
の
毎
日
を
送
っ
て
い
た
。
や
り
が
い

は
あ
っ
た
が
そ
の
反
面
、
社
会
的
に
弱
い

立
場
の
人
や
ハ
ン
デ
ィ
の
あ
る
人
を
支
援

す
る
仕
事
を
し
て
み
た
い
と
い
う
思
い
も

あ
っ
た
」
と
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。
想

定
外
の
帰
郷
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の

思
い
が
形
と
な
り
平
成
５
年
、
28
歳
の
時

に
都
城
市
点
字
図
書
館
で
勤
務
す
る
こ
と

に
な
り
、
福
祉
の
道
を
歩
み
始
め
ま
し
た
。

学
び
を
重
ね
、
相
手
を
尊
重
す

る
姿
勢
を
確
か
な
も
の
に

　

点
字
に
関
し
て
ほ
ぼ
初
心
者
だ
っ
た
又

木
さ
ん
は
努
力
の
末
、
点
字
の
知
識
と
技

術
を
身
に
付
け
、
実
際
に
点
字
の
指
導
が

で
き
る
点
字
指
導
員
の
資
格
を
取
得
し
ま

す
。
着
実
に
学
び
を
重
ね
て
い
く
又
木
さ

ん
で
し
た
が
、
当
初
は
経
験
不
足
ゆ
え
に
、

利
用
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
苦

労
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。「
点
字
図

書
館
と
い
え
ば
、
本
の
貸
し
出
し
を
は
じ

め
、
図
書
に
関
す
る
業
務
の
み
を
行
っ
て

い
る
と
思
わ
れ
が
ち
。
し
か
し
、
当
館
で

一
番
大
切
に
し
て
い
る
の
は
、“
視
覚
に

障
が
い
が
あ
る
人
の
つ
ら
さ
や
思
い
を
受

け
止
め
、
一
人
一
人
に
寄
り
添
っ
た
対
応

や
声
掛
け
を
行
う
”
こ
と
。
そ
れ
な
の
に
、

当
時
は
相
手
に
何
と
言
葉
を
掛
け
て
い
い

か
分
か
ら
な
か
っ
た
り
、
不
快
な
思
い
を

さ
せ
て
し
ま
っ
た
り
と
反
省
す
る
こ
と
も

多
か
っ
た
」
と
苦
い
表
情
を
見
せ
ま
す
。

失
敗
も
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
経
験
が
又

木
さ
ん
の
座
右
の
銘
で
あ
る
「
相
手
を
尊

重
す
る
」
と
い
う
姿
勢
を
確
か
な
も
の
に

し
、
利
用
者
や
職
員
か
ら
の
信
頼
に
つ
な

が
っ
て
い
き
ま
す
。

視
覚
に
障
が
い
が
あ
る
人
と
社

会
を
つ
な
ぐ

　

平
成
20
年
、
点
字
図
書
館
「
館
長
」
に

就
任
し
た
又
木
さ
ん
。
又
木
さ
ん
を
頼
り

に
点
字
図
書
館
を
利
用
す
る
皆
さ
ん
の
熱

い
要
望
も
あ
り
、
生
え
抜
き
の
職
員
と
し

て
は
初
の
館
長
就
任
と
な
り
ま
し
た
。「
当

館
は
、
事
故
や
病
気
に
よ
り
中
途
視
覚
障

が
い
者
に
な
り
、
社
会
と
の
つ
な
が
り
が

希
薄
に
な
っ
た
人
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
の
も

役
目
の
一
つ
。
点
字
を
教
え
た
り
、
相
談

に
乗
っ
た
り
す
る
う
ち
に
、
一
度
は
生
き

る
希
望
を
失
っ
た
人
が
元
気
を
取
り
戻
し
、

“
又
木
さ
ん
と
出
会
え
て
よ
か
っ
た
。
頼

り
に
し
て
い
る
”
と
の
言
葉
を
掛
け
て
く

れ
た
時
は
、
本
当
に
う
れ
し
い
」
と
目
を

潤
ま
せ
ま
す
。

　

現
在
、
館
長
職
だ
け
で
な
く
、
全
国
点

字
図
書
館
部
会
の
副
部
会
長
職
な
ど
を
兼

務
し
、
忙
し
く
駆
け
回
る
又
木
さ
ん
。
今

後
の
目
標
と
し
て
、「
視
覚
に
障
が
い
が

あ
る
人
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と

し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
多
く

の
人
に
当
館
の
存
在
を
広
く
周
知
し
て
い

き
た
い
。
そ
し
て
、
視
覚
に
障
が
い
の
あ

る
方
が
た
の
“
よ
り
ど
こ
ろ
”
と
し
て
、

一
層
努
力
し
て
行
き
た
い
」
と
力
を
込
め

て
い
ま
し
た
。

相手を尊重する
都城市点字図書館

又
ま た

 木
き

  勝
か つ

 人
ひ と

 館長

編み物サロンにて、利用者やボランティアの皆さんと
談笑する又木さん。

MRTラジオのスタジオにて。
メディアでのイベント告知も大切な業務の一つ。
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利
用
者
の
思
い
を
受
け
止
め
、

一
人
一
人
に
寄
り
添
う
姿
勢
を
大
切
に
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不
適
正
な
処
理
の
た
め
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
が
ご
み
と
し
て
海
洋
へ
流
出
し
て
い
ま

す
。

　
こ
の
ま
ま
で
は
、
２
０
５
０
年
ま
で
に

魚
の
重
量
を
上
回
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
海

洋
環
境
に
流
出
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る

な
ど
、
地
球
規
模
で
の
環
境
汚
染
が
懸
念

さ
れ
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　
環
境
業
務
課　

　
　
　
　
　
　
　
☎
24

−

５
５
６
０

増
え
続
け
る

増
え
続
け
る

海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
軽
量
で
形
状
を
変
化

さ
せ
や
す
く
丈
夫
な
こ
と
か
ら
、
生
活
の

あ
ら
ゆ
る
場
面
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
量
生
産
さ
れ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
、

ご
み
に
な
る
量
も
非
常

に
多
く
、
中
に
は
使
い

捨
て
や
ポ
イ
捨
て
に
つ

な
が
り
、
特
に
屋
外
に

捨
て
ら
れ
た
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
が
雨
や
風
に

よ
っ
て
河
川
に
入
り
海

に
流
れ
出
て
い
ま
す
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
を
減
ら

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
を
減
ら

す
た
め
に
で
き
る
こ
と
！

す
た
め
に
で
き
る
こ
と
！

•
買
い
物
に
は
マ
イ
バ
ッ
グ
を
使
用
す
る

•
マ
イ
箸
、
マ
イ
ボ
ト
ル
を
使
用
す
る

•�

使
い
捨
て
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
コ
ッ

プ
や
ス
プ
ー
ン
、フ
ォ
ー
ク
、ス
ト
ロ
ー

の
使
用
を
減
ら
す

•�

ポ
イ
捨
て
し
な
い
で
、
ル
ー
ル
に
従
っ

て
正
し
く
分
別
す
る

使
い
捨
て
型
社
会
か
ら
循
環
型
社
会

使
い
捨
て
型
社
会
か
ら
循
環
型
社
会

に
変
え
る
４
Ｒ
の
推
進

に
変
え
る
４
Ｒ
の
推
進

　

４
Ｒ
（
ヨ
ン
ア
ー
ル
）
運
動
と
は
、
ご

み
を
減
ら
し
、
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に

し
て
、
環
境
に
優
し
い
社
会
を
つ
く
っ
て

い
く
た
め
の
重
要
な
取
り
組
み
で
す
。
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
削
減
の
た
め
に
、
４
Ｒ

運
動
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

•
リ
フ
ュ
ー
ズ　
ご
み
に
な
る
も
の
を
断
る

•
リ
デ
ュ
ー
ス　
ご
み
を
減
ら
す

•
リ
サ
イ
ク
ル　
再
生
利
用
す
る

•
リ
ユ
ー
ス　
繰
り
返
し
使
う

未
来
の
た
め
に
減
ら
そ
う
！

未
来
の
た
め
に
減
ら
そ
う
！

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

〜
目
指
せ
80
歳
で
20
本
の
歯
〜

11
月
８
日
は
い
い
歯
の
日

◎
問
い
合
わ
せ　
学
校
教
育
課　
☎
23

−

２
１
８
６

都城歯科医師会
地域保健母子・学校歯科担当理事

稲田 英三郎 さん

　
生
涯
に
わ
た
り
健
康
な
歯
を
保
つ
た
め

に
は
、
子
ど
も
の
と
き
か
ら
の
む
し
歯
予

防
が
大
切
で
す
。
今
回
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に

お
け
る
む
し
歯
予
防
な
ど
に
つ
い
て
、
紹

介
し
ま
す
。

児
童
の
む
し
歯
罹り

患か
ん

本
数

　

本
市
の
令
和
２
年
度
の
12
歳
児
一
人
当

た
り
の
平
均
む
し
歯
本
数
は
１
・
58
本
で
、

全
国
平
均
の
０
・
68
本
、
県
平
均
の
０
・

93
本
に
比
べ
、
む
し
歯
の
罹
患
本
数
が
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。
年
々
減
少
傾
向
で
し

た
が
、
令
和
２
年
度
は
増
加
し
、
県
内
で

3
番
目
に
高
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

む
し
歯
予
防
の
取
り
組
み

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
市
内
の
小
・
中

学
校
で
歯
の
保
健
指
導
や
歯
磨
き
指
導
、

歯
科
検
診
を
実
施
。
市
内
小
学
校
の
モ
デ

ル
校
で
、
保
護
者
が
希
望

し
た
児
童
に
対
し
、
フ
ッ

化
物
洗
口
を
行
っ
て
い
ま

す
。
フ
ッ
化
物
は
、
歯
の

表
面
を
強
く
し
、
む
し
歯

菌
の
働
き
を
弱
め
る
効
果

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

む
し
歯
予
防
に
は
、
口
の
中
の
細
菌

を
減
ら
す
た
め
、
丁
寧
な
歯
磨
き
が
必

要
で
す
。
ま
た
、
唾
液
の
中
に
カ
ル
シ

ウ
ム
と
リ
ン
酸
が
含
ま
れ
る
の
で
、
よ

く
か
ん
で
食
べ
る
と
効
果
的
で
す
。
そ

の
他
、
フ
ッ
化
物
の
入
っ
た
歯
磨
き
剤

や
フ
ッ
化
物
を
併
用
す
る
こ
と
で
、
む

し
歯
菌
の
活
動
を
抑
え
、
溶
け
出
し
た

ミ
ネ
ラ
ル
分
を
歯
に
戻
し
、
歯
を
強
く

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
も
、
日
頃
の
手
洗
い
、

う
が
い
、
口
腔
健
康
管
理
の
励
行
が
大

切
で
す
。
給
食
や
食
事
の
後
の
歯
磨
き

を
し
っ
か
り
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
給
食

後
の
歯
磨
き
ス
タ
イ
ル
を
日
本
学
校
歯

科
医
会
が
公
表
し
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
、
活
用
く

だ
さ
い
。

インタビュー
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通報から出動まで
　
本
年
中
の
都
城
管
内
の
火
災
発
生
件
数

は
、
９
月
末
時
点
で
67
件
。
２
人
の
命
が

失
わ
れ
て
い
ま
す
。
大
切
な
人
の
命
を
守

る
た
め
、
火
災
が
多
く
な
る
時
期
に
備
え

て
「
火
の
用
心
」
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

主
な
火
災
原
因

主
な
火
災
原
因

　

都
城
管
内
で
は
、
た
き
火
が
５
年
連
続

で
出
火
原
因
の
第
１
位
。
年
間
26
件
で
全

体
の
約
４
割
を
占
め
ま
す
。

火
災
防
止
対
策

火
災
防
止
対
策

•�

ご
み
を
屋
外
で
焼
却
し
な
い

※�

法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
近
隣

同
士
で
周
知
す
る

•�

家
庭
か
ら
出
る
ご
み
や
草
木
類
は
適
正

に
分
別
し
、
指
定
袋
で
ご
み
集
積
場
に

持
ち
出
す

１
１
９
番
通
報
の
ポ
イ
ン
ト

１
１
９
番
通
報
の
ポ
イ
ン
ト

　

11
月
９
日
は
、
１
１
９
番
の
日
。
通
報

す
る
時
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
が
、「
最
初

の
段
階
で
、
住
所
を
正
確
に
伝
え
る
」
こ

と
で
す
。

　

１
１
９
番
通
報
を
受
け
る
と
、
消
防
局

指
令
課
か
ら
災
害
場
所
に
近
い
署
（
南
署
、

鷹
尾
分
署
、
北
署
、
高
崎
分
署
）
に
出
動

指
令
を
出
し
ま
す
。

　

例
え
ば
、
災
害
場
所
が
早
水
町
で
あ
れ

ば
、
南
署
（
所
在
地
：
菖
蒲
原
町
）
の
車

両
に
指
令
を
出
し
、
南
署
の
車
両
が
出
動

し
ま
す
。

　

助
け
を
求
め
て
い
る
人
の
元
へ
、
車
両

が
１
秒
で
も
早
く
到
着
す
る
た
め
に
、
住

所
や
目
標
と
な
る
建
物
な
ど
を
伝
え
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
証
明
書

　

国
か
ら
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
証
明
書
を
オ

ン
ラ
イ
ン
発
行
す
る
方
針
が
発
表
さ
れ
ま

し
た
。
接
種
証
明
書
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
ア
プ
リ
上
で
、
確
認
で
き
る
よ
う
に
な

り
非
常
に
便
利
で
す
。
こ
の
ア
プ
リ
を
使

う
た
め
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
が
必
要

に
な
る
予
定
で
す
。

マ
イ
ナ
ち
ゃ
ん
カ
ー
に
よ
る
出
張
申
請

　

８
月
か
ら
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請

補
助
用
自
動
車
「
マ
イ

ナ
ち
ゃ
ん
カ
ー
」
の
運

用
を
開
始
。
１
人
か
ら

で
も
自
宅
を
訪
問
し
、

カ
ー
ド
の
申
請
補
助
を

行
い
ま
す
。
開
始
か
ら

２
か
月
で
約
１
０
０
人
が
利
用
し
ま
し
た
。

◉
対
象　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
初
め

て
申
請
す
る
市
民

◉
申
込
方
法　
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
（
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
ま
た
は
電
話

◉
出
張
日
時　
平
日
お
よ
び
第
１
・
３
土

曜
日
、
第
２
・
４
日
曜
日

９
時
30
分
～
15
時
30
分

◉
申
請
か
ら
受
け
取
り
ま
で
の
流
れ

　

市
職
員
が
自
宅
に
伺
い
、
カ
ー
ド
の
申

請
補
助
を
行
い
ま
す
。
受
け
取
り
ま
で
約

１
～
２
か
月
か
か
り
ま
す
。

　
市
民
課
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー　

☎
23

−

２
７
７
８

に
く
Ｐ
Ａ
Ｙ
の
申
し
込
み
は

12
月
28
日
㈫
ま
で
！

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
取
得
者
に
、
市

内
の
さ
ま
ざ
ま
な
加
盟
店
で
利
用
可
能
な

地
域
通
貨
７
千
円
分
を
給
付
し
て
い
ま
す
。

　
市
民
課
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー　

☎
23

−

２
７
７
４

出動指令

指令課入電

通報

出動

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
週
間

　
　
◎
問
い
合
わ
せ　
消
防
局
総
務
課　
　
22

−

８
８
８
２

　
　
※
火
災
の
問
い
合
わ
せ（
自
動
音
声
）　
22

−

８
５
０
０

消防局HP

11/９㈫
↓

11/15㈪

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
利
便
性
が

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
利
便
性
が

ま
す
ま
す
高
ま
り
ま
す

ま
す
ま
す
高
ま
り
ま
す

　
デ
ジ
タ
ル
時
代
の
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
。カ
ー
ド
を
取
得
す
る
こ
と
で
、さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　
デ
ジ
タ
ル
統
括
課　
☎
23

−

２
１
５
６

❶❶

❷❷

❸❸

❹❹
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毎月第３日曜日は「家庭の日」

注
意
く
だ
さ
い

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止

　

今
後
開
催
予
定
の
催
し
や
講
座
な
ど
は
、

中
止
ま
た
は
延
期
と
な
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
参
加
予
定
の
人
は
、
主
催
者
に
開

催
の
有
無
を
必
ず
確
認
く
だ
さ
い
。

募
　
集

令
和
４
年
度
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
会
員

◉
対
象　
市
内
の
小
学
校
に
在
学
し
て
い

て
、
条
件
を
満
た
す
児
童

◉
ク
ラ
ブ
名
・
募
集
人
員

有
水
小
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ　

20
人

石
山
小
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ　

25
人

木
之
川
内
小
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ　

30
人

山
田
小
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ　

30
人

◉
申
し
込
み
方
法　
各
児
童
ク
ラ
ブ
や
保

育
課
（
黄
緑
色
３
番
）、
ま
た
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
入
手
で
き
る
申
請
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、「
就
労
（
就
学
）
証
明
書
」

ま
た
は
「
入
会
要
件
申
立
書
お
よ
び
必
要

書
類
」
を
添
え
て
、
12
月
15
日
㈬
ま
で
に

各
児
童
ク
ラ
ブ
ま
た
は
保
育
課
に
提
出
く

だ
さ
い
。

　

そ
の
他
、
市
が
委
託
す
る
児
童
ク
ラ
ブ

に
つ
い
て
は
、
委
託
先
の
各
児
童
ク
ラ
ブ

に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

※�

入
会
条
件
な
ど
詳
し
く
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認

く
だ
さ
い

　

保
育
課　

☎
23

−

４
８
９
４

成
人
記
念
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
参
加
者

◉
日
時　
１
月
16
日
㈰　

８
時
30
分
～

◉
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
場
所

都
城
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

◉
種
目
・
対
象　

【
男
子
】

８
０
０
㍍
小
学
１
・
２
年
生

２
㌔

小
学
３
～
６
年
生

５
㌔

中
学
・
高
校
生
、
一
般
、
壮
年

【
女
子
】

８
０
０
㍍
小
学
１
・
２
年
生

２
㌔

小
学
３
～
６
年
生

３
㌔

中
学
・
高
校
生
、
一
般
、
壮
年

◉
費
用　
高
校
生
以
下
６
０
０
円

　
　
　
　

一
般
・
壮
年
１
、２
０
０
円

　

12
月
10
日
㈮
ま
で
に
メ
ー
ル
で

knyrrm
-s@
btvm

.ne.jp

　

都
城
市
陸
上
競
技
協
会
事
務
局

toasu4201@
yahoo.co.jp

生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
指
導
者

　

生
涯
学
習
課
が
主
催
す
る
教
室
な
ど
で
、

趣
味
や
特
技
を
生
か
し
て
活
動
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

◉
募
集
内
容　
絵
画
や
手
芸
、
手
話
、
料

理
、
美
容
、
楽
器
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど

◉
要
件　
資
格
ま
た
は
指
導
経
験
有
り

　

生
涯
学
習
課　

☎
23

−

０
９
６
２

催
　
し

都
城
ま
ち
な
か
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

◉
点
灯
期
間　
11
月
20
日
㈯
～
１
月
10
日

㈪　

17
時
～
22
時

◉
点
灯
場
所　

M

ま

る

ま

る

allm
all

、
ウ
エ
ル
ネ
ス

交
流
プ
ラ
ザ
、
各
商
店
街
な
ど

※�

点
灯
式
お
よ
び
関
連
イ
ベ
ン
ト
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め

中
止
し
ま
す

　

ま
ち
な
か
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
事
務

局
（
商
工
政
策
課
内
）　

☎
23

−

２
９
８
３

市
婚
活
支
援
事
業

　

市
主
催
の
安
心
・
安
全
な
婚
活
イ
ベ
ン

ト
で
す
。
ぜ
ひ
、
参
加
く
だ
さ
い
。

◉
対
象　
22
歳
～
35
歳
の
独
身
の
男
女

【
①
防
災
キ
ャ
ン
プ
コ
ン
】

　

防
災
を
学
び
な
が
ら
、
楽
し
く
交
流
し

ま
し
ょ
う
。

◉
日
時　
11
月
20
日
㈯　

17
時
～
21
時

◉
場
所　
観
音
さ
く
ら
の
里

◉
定
員　
男
女
各
10
人　

※
応
募
多
数
の
場
合
抽
選

◉
費
用　
男
性
３
、５
０
０
円

　
　
　
　

女
性
３
千
円

【
②
荒
木
直
美
氏
が
お
く
る
サ
ー
ク
ル
コ
ン
】

　

共
通
の
趣
味
を
持
つ
友
達
づ
く
り
か
ら

始
め
ま
し
ょ
う
。

◉
日
時　
11
月
27
日
㈯

　
　
　
　

14
時
～
16
時
30
分

◉
場
所　
未
来
創
造
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

◉
定
員　
男
女
各
20
人

※
応
募
多
数
の
場
合
抽
選

◉
費
用　
２
千
円

◉
申
し
込
み
方
法　

①
は
11
月
15
日

㈪
、
②
は
11
月
22
日
㈪
ま
で
に
、
メ
ー
ル

（info@
deaeru-arena.net

）
ま
た
は
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
（@

843tchck

）
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い

※�

詳
し
く
は
、
主
催
者
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
確
認

　

総
合
政
策
課　

☎
23

−

７
１
６
１

そ
お・み
や
こ
ん
じ
ょ
ジ
オ
ガ
イ
ド
ク
ラ
ブ

高
千
穂
峰
登
山

◉
日
時　
11
月
14
日
㈰　

９
時
～
16
時

◉
集
合
場
所　
高
千
穂
河
原
駐
車
場
（
霧

島
市
霧
島
田
口
）

◉
定
員　
30
人　

※
申
し
込
み
順

◉
費
用　
千
円
（
保
険
・
ガ
イ
ド
料
含
む
）

※�

防
寒
着
や
雨
具
、
マ
ス
ク
、
水
筒
、
弁

当
な
ど
を
持
参
し
、
山
歩
き
に
適
し
た

服
装
で
参
加
く
だ
さ
い

　

そ
お
・
み
や
こ
ん
じ
ょ
ジ
オ
ガ
イ

ド
ク
ラ
ブ
（
吉
盛
）

☎
０
９
０

−

２
５
８
２

−

６
４
１
３

▪マイナンバーカードを利用して、全国のコンビニで各種証明書を取得できます。
　（ 6：30～23：00） 2222広報 都城 令和３年 11 月広報 都城 令和３年 11 月



I N FO RMAT I ON 申 問は申し込み、 は問い合わせ

お
知
ら
せ

大
腸
が
ん
検
診
の
夜
間
受
付

　

ど
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
て
も
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
検
診
希
望
者
に
、

大
腸
が
ん
検
査
キ
ッ
ト
を
送
付
し
ま
す
の

で
、
健
康
課
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◉
日
時　
12
月
２
日
㈭　

　
　
　
　

17
時
15
分
～
19
時

◉
場
所　
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

◉
対
象　
40
歳
以
上
の
市
民

◉
内
容　
便
潜
血
検
査

◉
検
診
料　
５
０
０
円

※�

今
年
度
、
市
が
実
施
す
る
医
療
機
関
で

の
個
別
検
診
や
国
民
健
康
保
険
の
人
間

ド
ッ
ク
を
受
け
た
人
は
受
診
不
可

　

健
康
課　

☎
23

−

２
７
６
５

関
之
尾
緑
の
村
主
催
の
イ
ベ
ン
ト

◉
場
所　
関
之
尾
緑
の
村

◉
費
用　
２
、５
０
０
円
（
材
料
費
な
ど
）

【
①
ダ
ン
ボ
ー
ル
で
ピ
ザ
窯
づ
く
り
】

◉
日
時　
11
月
21
日
㈰　

　
　
　
　

10
時
30
分
～
12
時

◉
定
員　
10
組

◉
持
参
物　
手
袋
、
タ
オ
ル
、
食
材
（
冷

凍
ピ
ザ
や
お
好
み
の
も
の
）

【
②
寄
せ
植
え
教
室
】

◉
日
時　
11
月
23
日
㈫　

10
時
～
12
時　

◉
定
員　
10
人

◉
持
参
物　
土
い
じ
り
用
手
袋
、
園
芸
用

ス
コ
ッ
プ
小

　

①
は
11
月
19
日
㈮
、
②
は
11
月
18

日
㈭
ま
で
に
関
之
尾
緑
の
村

☎
37

−

２
９
２
９

芸
術
文
化
協
会
加
盟
団
体
イ
ベ
ン
ト

【
踊
り
発
表
会
】

◉
日
時　
11
月
21
日
㈰　

12
時
～

◉
場
所　
総
合
文
化
ホ
ー
ル

　

朋
扇
流
朋
扇
会
（
木
脇
）　

☎
０
９
０

−

９
４
８
２

−

１
２
１
６

【
歴
史
講
演
会
】

◉
日
時　
12
月
５
日
㈰

　
　
　
　

14
時
30
分
～
16
時

◉
場
所　
ホ
テ
ル
中
山
荘

　

南
九
州
文
化
研
究
会
（
田
代
）

☎
０
９
０

−

２
３
９
７

−

３
１
２
５

霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

◉
日
時　
11
月
27
日
㈯　

９
時
～
15
時

◉
集
合
場
所　
滝
の
駅
せ
き
の
お
第
２
駐
車
場

◉
行
程　
大
川
原
峡
→
桐
原
の
滝
→
三
連

轟
→
溝
ノ
口
洞
穴
→
関
之
尾
滝

◉
定
員　
20
人

※
申
し
込
み
順

◉
費
用　
１
、５
０
０
円

（
保
険
料
・
昼
食
代
含
む
）

　

都
城
観
光
協
会

　
　
　

☎
23

−

２
４
６
０

講
座
・
教
室

認
知
症
家
族
支
援「
な
ご
み
会
」（
無
料
）

◉
日
時　
11
月
13
日
㈯　

13
時
～
15
時

◉
場
所　
未
来
創
造
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

◉
内
容　
排
泄
の
支
援
に
つ
い
て

　

11
月
11
日
㈭
ま
で
に
都
城
コ
ア
学

園　

☎
38

−

４
８
１
１

救
命
入
門
コ
ー
ス（
無
料
）

◉
日
時　
11
月
26
日
㈮

　
　
　
　

10
時
～
10
時
45
分

◉
場
所　
消
防
局
（
菖
蒲
原
町
）

◉
対
象　
市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
す

る
18
歳
以
上
の
人

◉
定
員　
20
人　

※
要
申
し
込
み

　

11
月
22
日
㈪
ま
で
に
消
防
局
警
防

救
急
課　

☎
22

−

８
８
８
３

相
　
談

里
親
制
度
説
明
会・相
談
会（
無
料
）

　

子
ど
も
た
ち
を
地
域
で
育
む
た
め
、
里

親
制
度
を
正
し
く
理
解
し
ま
し
ょ
う
。

◉
日
時　
11
月
27
日
㈯　

10
時
～
12
時

◉
場
所　
未
来
創
造
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

◉
定
員　
25
人

◉
内
容　
制
度
の
説
明
や
里
親
体
験
談
、

啓
発
Ｄ
Ｖ
Ｄ
視
聴
な
ど　

※
希
望
者
は
個
別
相
談
有
り

　

11
月
21
日
㈰
ま
で
に
電
話
、
フ
ァ

ク
ス
ま
た
は
メ
ー
ル
で
里
親
普
及
促
進
セ

ン
タ
ー
み
や
ざ
き

☎
・
FAX
０
９
８
５

−

20

−

１
２
２
０

satooya@
kodom

o-bunka.org

子育て支援センター
今月のオススメ行事
※子育て支援センターのホームページ
　では、その他の行事も確認できます

都城市子育て世代活動支援センター（ぷれぴか）
☎36-5858
子育て講座「母乳の効能・卒乳・断乳について」
◦日時　11/30㈫　10時30分〜 11時30分
◦定員　15組　※要申し込み
山之口地域子育て支援センター　☎57-3298
０歳のベビーマッサージ
◦日時　11/25㈭　10時30分〜 11時30分
※要申し込み
山田地域子育て支援センター　☎64-3171
10月・11月生まれのお誕生会
◦日時　11/11㈭　11時〜 11時30分
東部地域子育て支援センター　エンゼル
☎26-9587
小学生と一緒に親子触れ合い遊び
◦日時　11/27㈯　10時30分〜 11時30分
高崎地域子育て支援センター　たんぽぽ
☎62-0027
楽しい親子ビクス
◦日時　12/7㈫　10時30分〜 11時30分
◦定員　７組　※要申し込み

市役所の開庁時間　平日 8：30～17：15
※毎週木曜日　市民課証明窓口は19：00まで開設2323 MIYAKONOJO City Public Relations 2021.11MIYAKONOJO City Public Relations 2021.11



家庭用プラスチック製品は燃やせるゴミです家庭用プラスチック製品は燃やせるゴミです

お
知
ら
せ

都
城
市
議
会
議
員
選
挙
の
立
候
補

届
出
等
説
明
会

　

立
候
補
予
定
の
人
は
、
必
ず
出
席
く
だ

さ
い
。

◉
日
時　
11
月
19
日
㈮　

14
時
～

◉
場
所　
中
央
公
民
館

【
選
挙
期
日
】

◉
告
示
日　
１
月
16
日
㈰

◉
投
票
日　
１
月
23
日
㈰

　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
　

☎
23

−

７
８
６
４

大
切
に
使
わ
れ
た
ラ
ン
ド
セ
ル
を

活
用
し
ま
せ
ん
か

　

市
内
の
中
学
生
な
ど
が
使
っ
て
き
た
ラ

ン
ド
セ
ル
を
、
次
に
必
要
と
す
る
子
ど
も

た
ち
に
譲
り
ま
す
。
福
祉
課
窓
口
に
展
示

し
て
い
ま
す
の
で
、
ラ
ン
ド
セ
ル
を
活
用

し
た
い
人
は
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
現
在
は
、
ラ
ン
ド
セ
ル
の
寄
付

は
受
け
付
け
て
い
ま
せ
ん
。

　

福
祉
課　

☎
23

−

２
９
８
０

知
っ
て
い
ま
す
か
？

求
職
者
支
援
制
度

　

求
職
者
支
援
制
度
は
、
再
就
職
や
転
職

を
目
指
す
人
が
、
月
10
万
円
の
生
活
支
援

の
給
付
を
受
け
な
が
ら
、
職
業
訓
練
を
受

講
す
る
制
度
で
す
。

　

離
職
し
て
雇
用
保
険
を
受
給
で
き
な
い

人
や
、
収
入
が
一
定
額
以
下
の
在
職
者
の

人
な
ど
も
給
付
の
要
件
を
満
た
す
こ
と
で

対
象
と
な
り
ま
す
。

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
都
城

　
　
　

☎
22

−

１
７
４
５

市
有
財
産
の
売
却

◉
物
件
・
地
目
・
地
積
・
建
設
年
・
最
低

売
却
価
格

旧
天
神
保
育
所

（
天
神
町
２
１
４
８
番
８　
外
４
筆
）

宅
地　

１
、５
０
６
・
46
平
方
㍍　

建
物　

２
７
５
・
10
平
方
㍍　

昭
和
49
年

３
、９
３
３
万
円

◉
入
札
日
時　
12
月
17
日
㈮　

10
時
～

◉
入
札
場
所　
市
役
所
本
館
６
階
入
札
室

◉
入
札
参
加
資
格

　

次
の
全
て
を
満
た
す
人

•�

市
税
お
よ
び
消
費
税
な
ど
の
滞
納
が
な

い
•�

暴
力
団
対
策
法
な
ど
に
規
定
す
る
暴
力

団
員
ま
た
は
そ
の
関
係
者
で
な
い

　

12
月
３
日
㈮
15
時
ま
で
に
財
産
活

用
課　

☎
23

−

２
６
７
２

令
和
３
年

社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
の
送
付

　

１
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
の
間
に
、
国

民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
人
を
対
象
に
、

控
除
証
明
書
を
11
月
上
旬
に
送
付
し
ま
す
。

確
定
申
告
の
際
に
使
用
く
だ
さ
い
。

※�

再
発
行
は
、
都
城
年
金
事
務
所
へ
連
絡

く
だ
さ
い

　

都
城
年
金
事
務
所　

　
　

☎
23

−

２
５
７
１

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
健
康
保

険
証
利
用
が
始
ま
っ
て
い
ま
す

　

10
月
か
ら
の
本
格
運
用
に
伴
い
、
利
用

で
き
る
医
療
機
関
な
ど
も
順
次
増
え
て
い

く
予
定
で
す
。
利
用
に
は
事
前
登
録
が
必

要
で
す
。
セ
ブ
ン
銀
行
A
T
M
や
パ
ソ
コ

ン
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用
し
て
マ
イ

ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
保
険
年
金
課
（
黄
色

窓
口
）
で
も
登
録
補
助
を

行
っ
て
い
ま
す
。

※�

こ
れ
ま
で
通
り
健
康
保
険
証
で
も
受
診

可
能

　

保
険
年
金
課　

☎
23

−

２
１
２
７

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

　

農
業
者
年
金
は
、
年
金
保
険
料
と
そ
の

運
用
益
が
原
資
の
積
立
方
式
の
終
身
年
金

で
、
社
会
保
険
料
控
除
の
税
制
優
遇
措
置

も
あ
り
ま
す
。

◉
対
象　
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
で
、

年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
す
る
60
歳
未

満
の
人

◉
保
険
料　
月
額
２
万
円
か
ら
６
万
７
千

円
ま
で
の
間
で
、
千
円
単
位
で
選
択
で
き

ま
す
。
ま
た
認
定
農
家
な
ど
の
担
い
手
は
、

国
の
保
険
料
の
助
成
を
受
け
ら
れ
ま
す

◉
そ
の
他　
80
歳
ま
で
に
死
亡
し
た
場
合

は
、
一
時
金
を
遺
族
に
支
給

　

農
業
委
員
会
事
務
局

　
　

☎
23

−

７
８
６
８　

　
　

各
総
合
支
所
産
業
建
設
課

都
城
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
ス
マ
イ
ル

商
品
券（
第
２
弾
）の
販
売・
有
効

期
限
は
11
月
30
日
㈫
で
す

　

商
品
券
の
買
い
忘
れ
や
使
い
忘
れ
に
注

意
く
だ
さ
い
。
な
お
、
商
品
券
の
購
入
は

任
意
で
す
。
詳
し
く
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ

さ
い
。

【
取
扱
店
の
皆
さ
ん
へ
】

　

換
金
期
限
は
12
月
10
日
㈮
で
す
。
換
金

漏
れ
に
注
意
く
だ
さ
い
。

　

ス
マ
イ
ル
商
品
券
事
務
局

　
　

☎
23

−

８
０
７
８

▪マイナンバーカードを利用して、全国のコンビニで各種証明書を取得できます。
　（ 6：30～23：00） 2424広報 都城 令和３年 11 月広報 都城 令和３年 11 月



I N FO RMAT I ON 申 問は申し込み、 は問い合わせ

発
熱
な
ど
の
症
状
が
あ
る
と
き
は

　

発
熱
や
咳
、
倦け

ん

怠た
い

感
な
ど
気
に
な
る
症

状
が
あ
る
と
き
は
、
ま
ず
は
、
か
か
り
つ

け
医
な
ど
身
近
な
医
療
機
関
に
電
話
で
相

談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
す
る
医
療
機
関
が
分
か
ら
な
い
場

合
は
、
県
の
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
受
診
・
相
談
セ
ン
タ
ー
」
に
連
絡
く

だ
さ
い
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
受

診
・
相
談
セ
ン
タ
ー
（
24
時
間
対
応
）

☎
０
９
８
５

−

78

−

５
６
７
０

聴
覚
に
障
が
い
の
あ
る
人
や
音
声
で
の
相

談
に
不
安
が
あ
る
人

FAX
０
９
８
５

−

44

−

２
６
１
６

マ
ス
ク
着
用
の
お
願
い

　

市
役
所
や
公
共
施
設
な
ど
人
が
集
ま
る

場
所
や
、
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
不

特
定
多
数
の
人
が
利
用
す
る
施
設
で
は
、

マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。
や
む

を
得
ず
マ
ス
ク
を
外
す
と
き
に
は
、
人
ご

み
を
避
け
人
と
の
間
隔
を
２
㍍
以
上
確
保

し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
２
歳
未
満
の
子
ど
も
の
マ
ス
ク

着
用
に
つ
い
て
は
、
窒
息
の
恐
れ
が
あ
る

た
め
、
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

健
康
課　

☎
23

−

２
７
６
５

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
お

済
み
で
す
か

　

市
で
は
、
12
歳

以
上
の
市
民
の
皆

さ
ん
を
対
象
に
新

型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
接
種
を
進
め
て

い
ま
す
。
接
種
に

不
安
が
あ
る
人
は
、

国
や
県
、
市
の
相
談
窓
口
や
か
か
り
つ
け

医
な
ど
に
相
談
の
上
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

検
討
く
だ
さ
い
。

【
副
反
応
に
関
す
る
相
談
窓
口
】

県
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
副
反
応
相
談
セ
ン

タ
ー　

☎
０
９
８
５

−

26

−

４
６
０
９

　

都
城
市
ワ
ク
チ
ン
予
約
相
談
セ
ン

タ
ー　

☎
36

−

８
９
８
９

会
食
事
は
、「
み
や
ざ
き
モ
デ
ル
」

を
実
践
し
ま
し
ょ
う
！

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
リ
ス
ク

を
下
げ
る
た
め
、
会
食
の
際
は
次
の
こ
と

を
守
り
ま
し
ょ
う
。

•
３
つ
の
密
を
避
け
る

•
大
人
数
や
長
時
間
、
大
声
を
や
め
る

•
座
席
の
間
隔
を
空
け
る

•
一
人
一
人
小
皿
に
盛
り
付
け
る

•
手
指
消
毒
を
行
う

•�

感
染
防
止
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
遵
守
し
た

店
を
選
ぶ　

な
ど

　

健
康
課　

☎
23

−

２
７
６
５

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

便
乗
し
た
詐
欺
に
注
意
く
だ
さ
い

　

給
付
金
や
還
付
金
の
手
続
き
を
装
っ
た

不
審
電
話
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
、
警
察
ま

た
は
近
く
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談

く
だ
さ
い
。

•
警
察
相
談
専
用
電
話　

♯
９
１
１
０

•
都
城
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
23

−

７
１
５
４　

　

都
城
警
察
署　

☎
24

−

０
１
１
０

ワ
ク
チ
ン
接
種
詐
欺
に
注
意
く
だ

さ
い

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
際
し
て
、
電
話
で
口

座
情
報
を
聞
い
た
り
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
操
作
を
お

願
い
し
た
り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

不
審
電
話
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
、
新
型

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
詐
欺
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
に
相
談
く
だ
さ
い
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
詐
欺
消
費
者

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
０
１
２
０

−

７
９
７

−

１
８
８

休日急病診療機関
◦診療時間　9：00〜18：00
※歯科は 17：00 まで
◎みやざき医療ナビも利用ください
月日 医療機関名 電話番号

11/21
㈰

畠中小児科医院 52-6000
鵜木循環器内科医院 26-0008
佐々木医院（内） 62-1103
宗正病院（外） 22-4380
池之上整形外科（整・ﾘﾊ・ﾘｳ） 23-2311
西元眼科医院 25-8888
五反田歯科医院 24-8833

11/23
㈫

原田医院（内・小・外） 26-3330
藤元総合病院（内） 22-1717
ライフクリニック（内） 39-2525
都城フォレスト・
クリニック脳神経外科 80-4313

都城明生病院（泌・内） 38-1120
永吉眼科医院 22-1530
さいとう歯科 26-8148

11/28
㈰

共立医院（内・小） 22-0213
ゆうクリニック（内） 46-6100
大橋クリニック（内・消・ﾘﾊ） 37-0539
一心外科医院
（外・胃・肛・内） 52-7788

もちお蛯原医院（整・形） 21-5355
かみながえクリニック
（耳鼻） 25-0224

園田歯科医院 25-2090
※診療機関は変更することがあります
詳しくは、テレホンサービス（医師会は☎23-5555、
歯科医師会は☎25-4100）で確認ください
●休日当番薬局
11/21㈰ ひばり、さわやか、チェロ、

中原町

11/23㈫ 白山、リブ、サンライト川東、
マリンバ姫城

11/28㈰ 坂口、ふれあい庄内、
もちおさくら、コアファーマシー

みやざき医療ナビ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
関
す
る
お
知
ら
せ

市役所の開庁時間　平日 8：30～17：15
※毎週木曜日　市民課証明窓口は19：00まで開設2525 MIYAKONOJO City Public Relations 2021.11MIYAKONOJO City Public Relations 2021.11



11月以降の税金および保険料の納付期限

差し押さえ物品公売会

納期
税目

11/30
㈫

12/27
㈪

１/31
㈪

２/28
㈪

３/31
㈭

固定資産税 ● ●

市県民税 ●

国民健康保険税 ● ● ● ● ●
後期高齢者医療
保険料 ● ● ● ●

介護保険料 ● ● ● ●

　
納
期
内
納
付
と
自
主
納
付
が
原
則

納
期
内
納
付
と
自
主
納
付
が
原
則

　

市
が
扱
う
税
金
に
は
、
市
県
民
税
や
固

定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、
法
人
市
民
税

な
ど
の
ほ
か
、
国
民
健
康
保
険
税
な
ど
が

あ
り
ま
す
。　

　

税
金
は
、
納
期
内
納
付
と
自
主
納
付
が

原
則
で
す
。

　
勤
め
て
い
る
人
の
納
付
方
法

勤
め
て
い
る
人
の
納
付
方
法

　

会
社
な
ど
に
勤
め
て
い
る
人
の
市
県
民

税
は
、
特
別
徴
収
制
度
に
よ
る
給
与
差
し

引
き
に
な
っ
て
い
ま
す
。
特
別
徴
収
制
度

は
、雇
用
主
が
従
業
員
の
給
与
か
ら
預
か
っ

て
納
入
す
る
制
度
で
す
。
雇
用
主
の
皆
さ

ん
は
、
納
入
期
限
ま
で
に
納
入
く
だ
さ
い
。

　
納
税
は
便
利
な
口
座
振
替
で

納
税
は
便
利
な
口
座
振
替
で

　

納
付
忘
れ
を
防
ぐ
に
は
、
口
座
振
替
が

便
利
で
す
。
市
内
の
金
融
機
関
の
窓
口

に
「
都
城
市
市
税
等
口
座
振
替
依
頼
書
・

自
動
払
込
利
用
申
込
書
」
が
置
い
て
あ
り

ま
す
。
預
貯
金
口
座
の
あ
る
金
融
機
関

へ
、
納
税
通
知
書
ま
た
は
領
収
書
、
預
貯

金
通
帳
、
届
出
印
を
持
参

し
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

手
続
き
の
翌
月
（
ま
た
は

翌
々
月
）
か
ら
振
り
替
え

を
開
始
し
ま
す
。

　
期
限
ま
で
に
納
付
で
き
な
い
と
き

期
限
ま
で
に
納
付
で
き
な
い
と
き

　

病
気
や
失
業
、
災
害
な
ど
、
や
む
を
得

な
い
理
由
で
納
付
が
困
難
に
な
っ
た
人
の

た
め
に
、
納
税
相
談
を
随
時
行
っ
て
い
ま

す
。
納
付
が
困
難
に
な
っ
た
場
合
は
、
そ

の
ま
ま
放
置
せ
ず
、早
め
に
相
談
く
だ
さ
い
。

　

毎
週
木
曜
日
は
、
19
時
ま
で
夜
間
相
談

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。（
介
護
保
険
課

を
除
く
）

　
納
付
忘
れ
も
滞
納
で
す

納
付
忘
れ
も
滞
納
で
す

　

納
付
期
限
ま
で
に
納
税
し
な
い
こ
と
を

「
滞
納
」
と
い
い
ま
す
。
う
っ
か
り
や
不

注
意
に
よ
る
納
付
忘
れ
で
あ
っ
て
も
、「
滞

納
」
に
な
り
ま
す
。
納
付
期
限
を
過
ぎ
る

と
本
税
の
ほ
か
、
督
促
手
数
料
や
延
滞
金

も
併
せ
て
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
滞
納
処
分
さ
れ
ま
す

滞
納
処
分
さ
れ
ま
す

　

税
の
公
平
性
を
保
つ
た
め
、
国
税
徴
収

法
な
ど
で
定
め
ら
れ
て
い
る
の
が
滞
納
処

分
で
す
。
滞
納
の
状
態
が
続
く
と
、
滞
納

し
て
い
る
人
の
財
産
（
預
貯
金
や
給
与
、

生
命
保
険
、
不
動
産
な
ど
）
を
差
し
押
さ

え
て
、
滞
納
し
て
い
る
市
税
に
充
当
し
ま

す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
滞
納
者
宅
の
捜

索
や
自
動
車
の
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
を
行
い
、

公
売
し
ま
す
。
滞
納
処
分
は
、
本
人
承
諾

の
有
無
に
関
わ
ら
ず
行
い
ま
す
。

税 金 は納付期限までに納めましょう
　　市税は、福祉や教育、生活環境整備など行政サービスを行うための重要な財源です。私たちが健康で豊かな生市税は、福祉や教育、生活環境整備など行政サービスを行うための重要な財源です。私たちが健康で豊かな生
活を送るために、必要な費用をまかなっている税金。納付期限までに納付しましょう。活を送るために、必要な費用をまかなっている税金。納付期限までに納付しましょう。

◎問い合わせ　市税について　　　　　　納税管理課　☎23－2126◎問い合わせ　市税について　　　　　　納税管理課　☎23－2126
国民健康保険税・後期高齢者医療保険料について　　国民健康保険税・後期高齢者医療保険料について　　

保険年金課　☎23－7144保険年金課　☎23－7144
介護保険料について　　　介護保険課　☎23－2596介護保険料について　　　介護保険課　☎23－2596

雇
用
主
の
皆
さ
ん
へ

調
査
協
力
の
お
願
い

　

従
業
員
が
市
税
な
ど
を
滞
納
し
て

い
る
場
合
、
会
社
に
給
与
な
ど
の
調

査
を
依
頼
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

調
査
へ
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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▼

点
線
に
沿
っ
て
お
切
り
く
だ
さ
い
（
郵
便
は
が
き
で
も
可
）

⦿ 今後、取り扱ってほしい記事

⦿ 11 月号を読んでのわたしの一言

⦿ 11 月号で特に興味を持ったページのタイトル

⦿ あなたの年代は？（○をつけてください）

10 代　・　20~30 代　・　40~50 代　・　60 代以上

ご協力ありがとうございました。

※ 応募者の個人情報は、当選者発表と商品発送、質問な
どの回答以外には利用しません

　

お便りお便り９月号に
寄せられた
　このコーナーでは、「わたしの一言」の中から一部を
紹介します。また、皆さんから寄せられた意見を、今
後の広報紙に生かしていきます。

12
月
の
巡
回
が
ん
検
診（
要
予
約
）

【
乳
が
ん
検
診
】

◉
対
象　
40
歳
以
上
の
和
暦
で
偶
数
年
生

ま
れ
の
女
性

◉
日
程
・
場
所

12
／
1
㈬
①
②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

12
／
10
㈮

12
／
17
㈮
①
②
高
城
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

12
／
21
㈫
②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

12
／
22
㈬
①
②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

◉
受
付
時
間　
①
９
時
～
11
時
30
分
、
②

13
時
～
15
時
30
分

◉
検
診
料　
２
千
円

【
胃
が
ん
検
診
】

◉
対
象　
40
歳
以
上
の
市
民

◉
日
程
・
場
所

12
／
9
㈭
山
之
口
総
合
支
所

12
／
14
㈫
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

12
／
16
㈭
五
十
市
地
区
公
民
館

◉
受
付
時
間　
８
時
30
分
～
10
時
30
分

◉
検
診
料　
１
、４
０
０
円

【
子
宮
が
ん
検
診
】

◉
対
象　
20
歳
以
上
の
和
暦
で
偶
数
年
生

ま
れ
の
女
性

◉
日
程
・
場
所

12
／
10
㈮
・
21
㈫
・
22
㈬

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

◉
受
付
時
間　
９
時
～
10
時
、
13
時
30
分

～
14
時
30
分

◉
検
診
料　
１
、３
０
０
円

健
康
づ
く
り
の
第
一
歩

が
ん
検
診
を
受
け
よ
う
！

◎
問
い
合
わ
せ　
健
康
課　
☎
23

－

2
7
6
5

３.３.15
　「市場の駅�セボン・チ・マルシェ」のページが写真入
りでとても見やすく、気になっていたのでうれしい
情報でした。早速行ってみます！

（早鈴町　宮崎のお野菜大好きさん）

３.３.15
　「多田りんご園」でリンゴ狩りをする子どもたちの
姿がとても輝いていました。たくさんの子どもたち
に幸せな機会が訪れますように！

（高城町桜木　T・Uさん）

３.３.15
　地域通貨「にくPAY」の給付を受けて、おいしい
お肉を食べられました。コロナ禍でも楽しみを見つ
けて過ごせています。都城市に住み始めて約１カ月、
最高です！� （LINE投稿　たけさん）

３.３.15
　ふるさと納税を改めて数字で見ると、私たちの生
活を全国の人たちに支えてもらっていることが分か
りました。感謝です。

（高崎町大牟田　あむうちゃん）

健康ひとくちメモ♪
vol.18vol.18

健診を受診しましょう！
　コロナ禍で健診を自粛する人
が増え、病気の発見の遅れが懸
念されています。健診は不要不
急には当たりません。１年に１
度は健診を必ず受診しましょう。
　また、健診は受けた後が肝心
です。食事や運動習慣を改善す
ることで、健康状態の改善につ
ながります。市では、一人一人
に合わせた健康づくりの支援を
する保健指導を、保健師や管理
栄養士、看護師などの専門職が
行っています。
　健診結果を見て、自分の体の
状態に気付き、生活習慣を見直
すことで生活習慣病の予防につ
なげましょう。
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都城市役所 秘書広報課 行
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▼

点
線
に
沿
っ
て
お
切
り
く
だ
さ
い
（
郵
便
は
が
き
で
も
可
）

63円切手を
お貼りください

フ リ ガ ナ

氏　名

ペンネームまたはイニシャル

※記入がない場合は、イニシャルで表示させていただきます

住　所

電話番号（　　　　　）　　　　－

プレゼント今月の読者

　はがきに住所、氏名、電話番号と、11月号を読んだ感
想などを書いて〒885-8555まで。
　応募者の中から抽選でプレゼントを差し上げます。
◎応募締め切り　11月30日㈫　当日消印有効
◎当選者発表　本紙１月号
◎９月号当選者　田中麻希さん　他２人
◎９月号応募総数　142通
※�市公式LINEとお友だちの人は、プレゼント※�市公式LINEとお友だちの人は、プレゼント
ボタンから応募できますボタンから応募できます

プレゼントの応募方法

商品提供事業者
お菓子の南香（甲斐元町1-26）☎22-4670
　地元産の原材料を積極的に使用し、地産地消にこだわ
るお菓子の南香から、自家製の栗きんとんをたっぷりと
使用した７層仕上げのモンブランをプレゼント。今年の
クリスマスは「和のモンブラン」でお祝いしてみませんか。

【極・天下栗きんとんモンブラン　３人】【極・天下栗きんとんモンブラン　３人】

vol.15

木脇産業 株式会社

都城をけん引する企業を紹介

企業の

　☎36−0533

　

昭
和
23
年
の
創
業
以
来
、
木
の
ぬ
く

も
り
と
や
す
ら
ぎ
を
提
供
し
続
け
る
木

脇
産
業
株
式
会
社
。

　

70
年
の
歴
史
を
経
て
、
今
で
は
木
脇

グ
ル
ー
プ
企
業
全
体
で
約
２
８
０
人
の

従
業
員
を
雇
用
。
総
売
り
上
げ
は
70
億

円
を
突
破
し
、
国
産
材
の
製
材
・
販
売

や
素
材
販
売
、
住
宅
建
材
・
設
備
販
売
、

チ
ッ
プ
製
造
・
販
売
な
ど
、
木
材
に
関

わ
る
業
務
を
木
脇
グ
ル
ー
プ
で
一
貫
し

て
担
っ
て
い
ま
す
。

　

同
社
の
管
理
部
門
を
支
え
る
津
曲
靖

之
総
務
部
長
は
、
こ
れ
ま
で
の
歩
み
の

中
で
、
平
成
２
年
の
※
プ
レ
カ
ッ
ト
都

城
設
立
と
人
工
乾
燥
機
の
導
入
が
転
機

だ
っ
た
と
振
り
返
り
ま
す
。
こ
れ
は
住

宅
建
築
の
在
り
方
が
変
容
し
て
い
く
中
、

「
製
材
所
」
が
生
き
残
る
道
を
示
し
た

県
内
初
の
取
り
組
み
で
し
た
。
平
成
27

年
に
は
、
グ
ル
ー
プ
会
社
の
木
脇
林
業

が
森
林
資
源
の
有
効
活
用
を
目
的
に
木

材
チ
ッ
プ
工
場
を
設
立
。
バ
イ
オ
マ
ス

燃
料
用
チ
ッ
プ
の
製
造
・
販
売
も
行
う

よ
う
に
な
る
な
ど
、
経
営
の
幅
を
広
げ

て
い
ま
す
。

　

国
連
総
会
で
採
択
さ
れ
た
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）」
に
賛
同
す

る
同
社
。
津
曲
部
長
は
「
植
林
体
験
な

ど
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
に
土
や
植
物

に
触
れ
て
も
ら
い
、
次
世
代
に
引
き
継

い
で
い
く
森
林
環
境
を
つ
く
り
た
い
」

と
力
を
込
め
ま
し
た
。

※�

プ
レ
カ
ッ
ト
と
は
、
住
宅
建
築
に
使

用
す
る
木
材
を
あ
ら
か
じ
め
工
場
で

切
断
・
加
工
す
る
こ
と

津曲靖之 総務部長



　

高
城
町
石
山
に
あ
る
走
湯
神
社
に
は
、

古
文
書
や
神
像
な
ど
、
多
数
の
史
料
が
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
境
内
で
も
、

石
造
随※
身
像
や
庚こ

う

申し
ん

塔と
う

、
手
水
鉢
な
ど
の

石
造
物
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
石
造
随
身
像
は
、
頭
部
が

失
わ
れ
て
い
て
、
下
部
に
は
激
し
い
損
傷

が
み
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
幕
末
か
ら
明

治
初
期
に
か
け
て
行
わ
れ
た
廃
仏
毀き

し
ゃ
く釈

に

よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
旧
鹿

児
島
藩
で
は
、
廃
仏
毀
釈
が
激
し
く
、
藩

内
の
全
て
の
寺
院
が
廃
絶
さ
れ
る
ほ
ど
で

し
た
。

　

こ
の
廃
仏
毀
釈
の
影
響
に
よ
り
、
都
城

市
内
で
は
幕
末
か
ら
明
治
初
期
の
様
子
を

伝
え
る
史
料
が
少
な
い
中
、
走
湯
神
社
の

随
身
像
は
、
当
時
の
様
相
を
現
代
に
伝
え

る
貴
重
な
史
料
と
い
え
ま
す
。

※�

寺
院
の
仁
王
門
の
仁
王
に
な
ら
い
、
神
社

の
神
門
に
安
置
さ
れ
た
守
護
神
の
こ
と

　

三
島
通
庸
は
、
明

治
２
（
１
８
６
９
）

年
９
月
２
日
、
都
城

の
新
し
い
地
頭
と
し

て
34
歳
で
着
任
し
ま
し
た
。
当
時
の
都
城

で
は
、
都
城
島
津
家
の
旧
領
主
久ひ

さ

寛ひ
ろ

の
地

頭
就
任
の
嘆
願
書
が
提
出
さ
れ
る
な
ど
、

旧
都
城
島
津
家
家
臣
ら
を
は
じ
め
と
し
た

都
城
の
人
々
が
三
島
の
着
任
に
反
対
し
て

い
ま
し
た
。

　

反
発
を
受
け
な
が
ら
も
三
島
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
施
策
に
取
り
組
み
ま
す
。
そ
の
一

つ
が
都
城
を
三
分
割
す
る
方
策
で
、
都
城

を
「
上か

み

荘し
ょ
う

内な
い

郷ご
う

」「
下し

も

荘し
ょ
う

内な
い

郷ご
う

」「
梶か

じ

山や
ま

郷
」

に
分
割
し
、
中
心
地
を
下
荘
内
郷
（
現
在

の
都
城
市
中
心
部
）
で
は
な
く
上
荘
内
郷

（
現
在
の
庄
内
町
方
面
）
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
は
、
下
荘
内
郷
に
集
中
す
る
富
や

人
口
を
分
散
さ
せ
る
意
図
が
あ
っ
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
も
次
々
に
施
策

を
展
開
し
、
明
治
４
年
に
明
治
政
府
に
出

仕
し
都
城
を
去
る
ま
で
の
間
、
都
城
改
革

に
ま
い
進
し
ま
し
た
。

　

改
革
が
実
を
結
び
、
上
荘
内
郷
で
慕
わ

れ
て
い
っ
た
三
島
。
現
在
で
は
庄
内
小
学

校
の
校
歌
で
そ
の
名
が
歌
わ
れ
、
学
校
の

敷
地
に
は
遺
徳
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

都
城
島
津

「
三
島
通み

ち

庸つ
ね

と
都
城
改
革
」

伝
承
館
だ
よ
り

歴
史
探
訪
！

問　
文
化
財
課　
☎
23

－

９
５
４
７

問　
都
城
島
津
邸　
☎
23

－

２
１
１
６

　長峰探隠（1785〜1861）は、江戸時代後期に活躍
した都城出身の絵師です。郷里で山路探

たん

渓
けい

に学ん
だ後、弘化３（1846）年に江戸の絵師・狩野探

たん

淵
えん

に
師事しました。探隠の探の一字は師の名前から
取って与えられたもので、その技量を認められた
ことが分かります。
　竹林七賢は、中国の魏と晋の時代に、竹林で酒
や音楽、清

せい

談
だん

（哲学的な談話）を楽しんだとされる
７人の賢人です。この作品では、２人の賢人が左
から右手の林の奥に向かって進み、仲間に加わる
様子が描かれています。竹や岩、人々の着る衣の
輪郭には力強い線が引かれ、古い時代の水墨技法
に学んだ跡をうかがうことができます。
　この作品は、12月５日㈰まで開催中の特別展で
展示しています。

◎問い合わせ　市立美術館　☎25－1447

美
術
館

都
城

市
立

　皆さんは、東京2020オリンピック・パラリンピック
をテレビで観戦しましたか。私の母国オーストラリア
はメダルの総獲得順位が６位。特に水泳競技での活躍
が目立ちました。私自身、18歳まで水泳漬けの日々を
送っていたこともあり、選手らの競技にかける思いが
よく分かります。
　オーストラリアでは水泳が大人気で、選手間の競争
が激しいため、最低でも朝晩２時間以上練習しなけれ
ばなりません。また、体調管理や生活習慣も「正しく」
行わなければ、結果につながらないのです。水泳に打
ち込んでいる間は、「平日は練習・週末は大会」の毎日
でしたが、この大変さは他のスポーツでも同様だと思
います。メダルを獲得した喜びもつかの間、選手らは
次の目標へと決意を新たに、再び練習に励むのです。
　選手の皆さん、本当にお疲れさまでした！

◎問い合わせ　国際化推進室　☎23－2295

vol.43

走は
し
り
ゆ湯

神
社
の
石
造
随
身
像

水泳とオリンピック長峰長峰探探
たんたん

隠隠
いんいん
作作（（紙紙

しし
本本
ほんほん
墨画・額装）墨画・額装）

「竹
ちく
林
りん
七
しち
賢
けん
図
ず
」（江戸時代後期）

歴史資料館企画展で走湯神社の
史料を12月12日㈰まで展示

ジョージ・ウィリアム・
グーナンさん

（オーストラリア） オープンウォータースイミン
グで泳ぎ切ったジョージさん

国際交流員国際交流員のの
ひとりごとひとりごと

vol.14
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◎ 

問
い
合
わ
せ

市
立
図
書
館
☎
22

−

0
2
3
9　
高
城
図
書
館
☎
58

−

4
2
2
4

ブックマー
オススメの
一冊

装幀の余白から
菊池信義（著）

白水社（出版）

　装幀（装丁）とは、表紙や
帯、ページレイアウトから
紙質に至るまで、本を形作
る一連の工程を指します。
　この本は、装幀の第一人
者であり、これまで40年以

上にわたって１万５千冊をデザインした菊池信
義氏のエッセイです。好きなものや家族との思
い出、そして仕事。端々に、作家と作品、読者
への慎み深く丁寧な感謝を感じました。
　なにげなく本を手に取るとき、私たちを動か
しているのは、装幀の力なのかもしれません。
市立図書館	 ●休館日／�11月８日〜12日�

（蔵書点検のため）
� ●開館時間／9：00〜21：00

高城図書館� ●休館日／�11月９日・16日・21日・23日・
24日・30日、12月７日

� ●開館時間／9：30〜18：00

まちなかへ行こう!

図
書
館
だ
よ
り

こ
れ
み
て
ん

今
月
の

　まちなか交流センター１階には、授乳室を用意
しています。この度、利用者からの要望を受け、
授乳室にカーテンを設置しました。カーテンの端
にはマグネットも取り付
けたので、使用の際、入
口フレームへの固定が可
能になり、より一層安心
して利用できます。
　都城まちづくり株式会
社では、今後も利用者の皆さんの声に耳を傾け、
寄り添った対応を心掛けていきます。
◎問い合わせ　
　まちなか交流センター　☎21－6121

は
、
書
物
を
虫
干
し
に
す
る
こ
と
で
、
本

を
開
い
て
強
い
日
光
に
数
時
間
さ
ら
し
、

乾
燥
さ
せ
る
と
同
時
に
殺
虫
し
て
い
ま

し
た
。
本
の
種
類
に
よ
っ
て
は
、
日
陰
に

干
し
て
通
風
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

こ
の
名
残
り
で
図
書
館
員
は
、
蔵
書

点
検
の
こ
と
を
「
バ
ク
シ
ョ
」
と
言
っ

た
り
も
す
る
ん
で
す
よ
。

※�

市
立
図
書
館
は
、
11
月
８
日
㈪
～
12

日
㈮
ま
で
、
蔵
書
点
検
の
た
め
休
館

し
ま
す

「
蔵
書
点
検
」の
あ
れ
こ
れ

　

蔵
書
点
検
と
は
、
図
書
館
で
年
に
１

回
行
う
棚
卸
し
作
業
の
こ
と
で
す
。
市

立
図
書
館
に
は
、
現
在
31
万
冊
の
蔵
書

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
１
冊
１
冊
を
専
用

の
機
械
で
読
み
取
っ
て
、
行
方
が
分
か

ら
な
く
な
っ
て
い
る
本
が
な
い
か
、
き

ち
ん
と
正
し
い
場
所
に
整
理
さ
れ
て
い

る
か
な
ど
を
点
検
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昔
の
図
書
館
で
は
「
曝ば

く

書し
ょ

」
と

い
う
作
業
が
あ
り
ま
し
た
。「
曝
書
」
と蔵書点検の様子

１冊１冊スキャンしていきます

授乳室がより利用しやすくなりました
まちなか交流センター

広報 都城 令和３年 11 月広報 都城 令和３年 11 月 3030



　今回の８ページにわたる特集は、広報
の女子３人組で担当しました。年齢が近
く、好みも似ている私たちは「目で見て心

に残るものを」とデザインや構成を研究。そして「読
者の皆さんに伝わる」ことをより意識し、取材や記
事作成に取り組みました。こうして無事に完成し、
達成感に浸る３人です♡　皆さんにぜひ、楽しん
で読んでいただけると幸いです。（奈）

編集
後記

スマートフォンか
らも統計情報を
確認できます。

令和３年10月１日現在 前月比 前年比
世 帯 数 71,365世帯 （-30） 288
人口総数 159,731人 （-66） （-1,005）
男　　性 74,998人 （-44） （-329）
女　　性 84,733人 （-22）  （-676）
※令和２年国勢調査に基づく推計人口です

都 城 市 現 住 人 口

ラジオ番組の案内
■MRTラジオ（AM放送936kHz、ワイドFM90.4MHz）
　「みやこのじょうドキドキナビ」
　毎週月～金曜日（祝日除く）15：30～15：45
■シティエフエム都城（FM放送76.4MHz）
　「インフォメーションM」　毎週月～金曜日
　9：50～9：55、15：55～16：00（再）

テレビ番組の案内
■MRTテレビ（デジタル６ch）
　「幸せ上々みやこのじょう」毎週水曜日
　18：55～19：00
■BTVケーブルテレビ（デジタル111ch）
　「みやこんじょジャーナル」　※毎回10分間放送
　①　6：50～　②11：50～　③16：50～
　④20：50～　⑤22：50～

市 の 提 供 番 組 紹 介

　今回は、「令和２年度明るい選挙啓発４コマまんが」
中学生の部で、選挙管理委員会委員長賞を見事受賞し
た「本部�涼

すず

渚
な

さん（当時庄内中学校３年）」の作品を紹介
します。

　身近な素材を使って「政治」の本質の一面をクローズ
アップしています。シリーズとして発展しそうな予感
もしますね。（選挙管理委員会委員長）

タイトル：「身近」

GO VOTE!

◎問い合わせ
選挙管理委員会事務局　☎23−7864

選挙に行こう！

1

3

2

4

NPOのイベント情報
　新型コロナウイルス感染防止のため、イ
ベントが中止または延期になる場合があ
ります。参加を予定している人は、主催
者に開催の有無を必ず確認ください。詳
しくは、市ホームページを確認ください。
シエロコモ!　シニア対象運動トレーニング＆レクリエーション　※要予約
◦日時　11/18㈭、12/2㈭　10時〜11時
◦場所　ウエルネス交流プラザ
問都城スポーツクラブシエロ（水久保）　☎090-8407-0406
デイサービスあすなろ１日体験＆介護・健康相談会　※要予約
◦日時　11/19㈮　10時〜12時
◦場所　デイサービスあすなろ（高崎町縄瀬3128-1）
問地域の福祉を考える会大樹（来住）　☎45-8327
地域食堂　イロトリドリ　※要予約
◦日時　11/20㈯　11時〜13時30分
◦場所　下長飯町669-5（NPO法人あした事務所隣）
問あした（池﨑）　☎70-0190
田舎暮らしを愉しむ講座（こんにゃく・甘酒）　※要予約
◦日時　11/19㈮・20㈯　10時〜13時
◦場所　がまこう庵（吉之元町5186）
問手仕事舎そうあい（蒲生）　☎37-0002
地域食堂「おひさま広場」　※要予約
◦日時　11/21㈰　11時〜13時
◦場所　都原児童センター（都原町37-2）
問子育てネットおひさまとはらっぱ（岡本）　☎080-6411-8441
※地域食堂：食を通した子どもや高齢者の居場所

ホームページ

欲しい情報を選択していますか？
　市公式ＬＩＮＥを登録した後、基本設定メ
ニューから初回アンケートの回答により欲しい
情報を選ぶことがで
きます。選択すること
で、それぞれ必要な情
報を受信することが
できて、とても便利。
望まない配信がない
ので、わずらわしさ
もありません。また、
イベント情報や子育
て、お得な情報の配信
もしていて、「都城の
今」を感じることがで
きます。さぁ、あな
たも今すぐチェック
してみてください！

◎問い合わせ
　秘書広報課		☎23−3174

都城市公式LINE
にゅーす！
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